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大管長会

1983年

ク 恢 マス

メ蛇_ジ

聖徒の道/1983年12月 号

人
類の救 い主，主イエス ・キ リス トの

の

降誕 を喜び祝 うクリスマスの季節が

再びめぐって きました。 ζの喜びの季節 に

は，救い主誕生の時に天使たちが歌 った平

和 と親 しみへの素晴 らしい希望が，全地の

人々の心の中で新たにされ ます。

イエス ・キ リス トの くす しき降誕，人 の

罪のために神聖な犠牲 として自ら死を選ば

れたこと，人類に永遠の生命 を約束する輝

か しい復活。私たちは これ らの事柄に対 し
けいけん

ていつ も敬度な思いを抱 いていなければな

りませんが，特 にこの季節 にはその思いが

強 まります。

私たちの信仰の基 は私たちが仕えたいと

望んでい る御方，すなわち生けるキ リス，ト

の上にあります。いつの 日か再臨 される約

束のメシヤ，御子 イエス ・キリス トによっ
あがな

て成 し遂げ られた偉大 な蹟いのみ業への私

たちの感謝の祈 りは，永遠の父なる神のみ

もとへ と昇っていきます。

私たちは，「わた したちを救 い得 る名は，

これ を別 にしては，天下のだれに も与 えら

れていない」(使 徒4：12)と い う言葉を信

じ，世ゐ人々に宣言するものです。イエス・

キ リス トは神 の御子であ り，全能の御方で

あ ります。 そして，キリス トは，老い も若

きも，男 も女 も，すべての人にみ もとに来

て，完全な者 となるよう招6て お られ ます。

この聖なるクリスマスの季節 にあた り，

私たちは全地の人々に愛 を伝えると共に，

人類の救い主が説かれた神聖な原則 に従 う

な ら，主が与 えよう・としてお られ る平和 を

受けることができる と宣言する ものです。
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私たちの目の前 に，マ リヤに 「あなたが

たは，なぜ生 きた方を死人 の中にたずねて

いるのか。そのかたは， ここにはお られな

い。よみがえられたのだ」(ルカ24：5-6)

と告 げた，光 り輝 く衣 のふた りのみ使いが

現われるような気持ちが しました。

成 し遂げ られた主の使 命

主は自らこう予言 されました。「人の子は

必ず罪人 らの手 に渡 され，十字架につけ ら

れ，そ して三 日目によみがえる。」(ルカ24：

7)

私 たちはマ リヤ，み使 い，主の間忙交わ

された言葉 を思い起 こしました。「彼 らはマ

リヤに，『女 よ，なぜ泣いているのか』と言

った。マ リヤは彼 らに言った， 『だれかが，

わた しの主 を取 り去 りましたgそ して， ど

こに置いたのか，わか らない のです。』」

うしろを振 り向いたマリヤは，「そ こにイ

エスが立っておられるのを見 た。 しかし，

それがイエスであること1こ気がつかなか っ

た。

イエスは女に言われた，『女 よなぜ泣いて

いるのか。だれ を捜 しているのか。』マ リ

ヤは，その人が園の番人だ と思って言った，

『もしあなたが， あのかたを移 したので し

た ら， どこへ置いたのか， どうぞ，おっし

ゃって下 さい。わた しがそのかたを引き取

ります。』

イエスは彼女に 『マ リヤよ』 と言われた。

マ リヤはふ り返って，イエスにむか ってヘ

ブル語で 『ラボニ』 と言 った。それは，先

生 とい う意味である。

イエスは彼女に言われた，『わた しにさわ

ってはいけない。わた しは，まだ父のみも

とに上っていないのだから。 ただ，わたし

の兄弟たちの所に言 って，「わたしは，わた

しの父 またあなたがたの父であって，わた

しの神 またあなたがたの神であられ るかた

のみ もとへ上 って行 く」 と，彼 らに伝 えな

さい。』」(ヨ ハネ201 .13-17)

オ リブ 山

それから私たちはかな り傾斜の急なオ リ

ブ山を息 を切 らせなが ら登 りました。 この

道 はおそらく，昇天の前に主が歩 まれた道

だ と思われ ます。復活か ら40日 間，主は御

自身の復活が真実であると信 じていた何百

人 もの人々 に，数多 くの確かな証拠 によっ

て，確信 を与 えた後， この道を登 っていか

れたのです。

オ リブ山頂 に立たれた主 は，心配そうな

顔 をした弟子たちにこう言われました。「あ

なたがたは……エルサ レム，ユダヤ とサマ

リヤの全土，さらに地のはて まで，わた し

の証人 となるであろう。」(使 徒1：8)

私 た ちはオ リーブの老木のかたわ らに座

り，一これ らの聖句 ゑ読んだ時 に，不安 な気

持ちでいる愛弟子たちの中に立たれた主の

姿 を思い浮かべました。やがて霧が立ち込

め，山の頂 には雲がかか り，主の姿が見 え

な くなっていきました。そ して， 白い衣 を

着たみ使いが現われ，・こう言い ました。「ガ

リラヤの人 たちよ，なぜ天を仰いで立って

・い，るのか。 あなたがたを離れて天 に上げら

れた1このイエスは，天 に上って行かれるの

を あなたがたが見たの と同 じ有様で， また

おいでになるであろう。」(使徒1：11)

それか ら私たちはエペ ソ人 にあてたパ ウ

ロの次の言葉 について話 し合 いました。

「そ こで
，こう言われている，『彼 は高い

所 に上 った時， とりこを捕 えて引 き行 き，

人々一に賜 を分け与 えた。』……

降 りてこられた者 自身は，同時に，あ ら

ゆるものに満 ちるために，'もろもろの天の

上 にまで上 られたかたなのである。」(エ ペ

4
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ソ4：8，10)』 の人が元気になってみんなの前に立ってい

るのは，ひとえに，あなたがたが十字架に

ク リス マスの意 義

何か特別 な行事 を祝 う時に，その意義が

理解 されることな く， この世的な色彩 ばか

りが前 に出て しまうことがよ くあ ります。

これはクリスマスについて も言えることで

す。1この祭 日を祝いはして も，主の誕生 と

復活の深い意義 を忘れている人があ まりに

も多い ように思われ ます。 キリス トが神で

あ り，神 の御子であることを顧み ようとし

ない人は，本当に不幸せな人 と言わざるを

得 ません。復活 という至高の奇跡を，「歴史

上の実際の出来事 ではな く，弟子たちの内

的体験 である」 とする人々がいますが，非

常 に残念な ことです。

私たちはこれ らがすべて真実であること

を，確かに知 っています。「わたしたちは自

分の知 っていることを語 り， また自分の見

たことをあかししているのに，あなたがた

はわた したちのあか しを受 け入れ ない。」

(ヨハネ3：11)

また，ペテロの次の証が浮かんで きます。

「だから
，イスラエルの全家は， この事 を

しか と知 ってお くが よい。 あなたがたが十

字架につけたこのイエスを，神は，主また

キ リス トとしてお立てになったのである。」

(使徒2：36)

「あなたがたは
， この聖 なる正 しいかた

を拒 んで……

いのちの君を殺 してしまった。 しかし，

神はこのイエスを死人の中か ら， よみがえ

らせた。わた したちは，その事の証人であ

る。」(使 徒3：14-15)

ペ テロ とヨハネは議会で，再 び大胆 にこ

う発言 しました。

「あなたがたご一同 も
， またイスラエル

の人々全体 も，知っていて もらいたい乙 こ

つけて殺 したのを，神が死人の中牟 らよみ

が えらせたナザ レ人イエス ・キ リス トの御

名 によるのである。……

この人による以外に救はない。わたした

ちを救い うる名 は， これ を別に しては，天

下のだれ にも与 え られていな いか らで あ

る。」(使 徒4：10，12)

議 会 で責 められ，イエスのみ名によって

は一切話 して も教 えてもならないと命 じら

れた時， このふた りの使徒 はこう答 えまし

た。

「神に聞 き従 うよりも
，あなたがたに聞

き従 う方が，神の前に正 しいかどうか，判

断 して もらいたい。

わた したち としては， 自分の見たこと聞

いた ことを，語 らないわけにはいかない。」

(使徒4：19-20)

「使 徒たちは主イエスの復活 について
，

非常に力強 くあか しをした。 そして大きな

め ぐみが，彼 ら一同に注がれた。」(使徒4：

33)

ペ テ ロの証

私たちもまた，復活が実際の出来事であ

ることを知 っています。強い信仰 を持 った

ペテロは迫害者たちが顔 をつらねる議会で

こう言 いました。

「わた したちの先祖の神は
，あなたがた

が木にかけて殺 したイエスをよみがえらせ，

わたしたちは これ らの事 の証人である。

神がご自身に従う者に賜わった聖霊 もまた，

その証人 である。」(使 徒5：30，32)

彼 は これ ほどまでに完全 な改宗 をし，指

導者 としての責任 と権能を心か ら引き受け，

霊感 と確信 に基づ く勇気を備 えていました。

聖徒 の道/1983年12月 号 5
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この偉大なペテロのことを思 うと，感嘆の

声を挙げざるを得 ません。聖徒 を導 き，迫

害者，不信者 そして数々の困難 にあふれる

この世に立ち向かっていった彼の力 は実に

大 きなものです。ペ テロは自分の確かな知

識を何度 も何度 も証 していますが，私たち

は，自分の命 を奪 うζともで きる暴徒，ユ
たい じ

ダヤ教の指導者，役人たち と対峙 し， よみ

が えりの主，平和の君，聖なる義の御方，

命の君，導 き手，救 い主の実在 を大胆 に宣

言した彼の精神力 を誇 りに感 じます。ペテ

ロは確かに，何 ものにも動か されることの

ない強さを身に付 けたのです。私たち も彼

の強 さか ら学んで， 自らを強 く鍛 えなけれ

ばな りません。

ステパ ノの言葉 と証 を読んでみましょうる

彼の言葉 には非常 に意義深い ものが ありま

す。彼は自らの信仰に命 を捧 げた，聖なる

殉教者です。

ステパ ノが 「天を身つめていると，神 の

栄光が現れ，イエスが神 の右 に立ってお ら

れるのが見 えた。

そ こで，彼 は 『ああ，天が開 けて，人の

子が神の右 に立 っておいでになるのが見え

る』 と言った。」(使 徒7：55-56)

殉教 者ステパ ノは永遠の生命 を受け継 ぐ

ことでしょう。 ステパ ノの証は，イエスは

死 んではおらず，生きた もう御方であるこ

と， また御父 と共 に昇栄 し，栄光化 した状

態にあることを明 らかにしてい ます。

パ ウロの証

パ ウロの証 はこの上 な く決定的なものに

思えます。彼 は復活 したキリス トのみ声を

聞 きました。「サウロ，サウロ，なぜわたし

を迫害するのか。」サ ウロはそれがだれの声

であるかを確かめるために，「主 よ，あなた

は，どなたですか」 と尋ね ました。する と、，

次 のような返事が あったのです。「わた し

は，あなたが迫害 しているイエスである。
く つら

あなたに とってとげを蹴 るのは辛い ことで

ある。」(欽 定訳使徒9：4-5)
いや

そして神権者の癒 しによって力 と視力 を

回復 した このパ ウロは，ダマスコのユダヤ

人たちの間に姿を現わし，「このイエスがキ

リス トであるこ とを論証 して」(使 徒9：

22)彼 らを言い伏せ ました。

後 にパウロはエルサレムの使徒たちの所

へ行 きましたが， その時バルナバがパウロ

に代わって，「途中で主が彼に現れて語 りか

けた ことや，彼がダマスコでイエスの名で

大胆に宣べ伝 えた次第を，彼 らに説明 して

聞かせ」(使 徒9：27)ま した。

パ ウロ自身は次のように語っています。

「そ して
，イエスについて書いてあるこ

とを，皆 なし遂げてか ら，人々はイエスを

木から取 りおろして墓に葬 った。

しか し，神 はイエスを死人の中か ら， よ

みが えらせたのである。

イエスは，ガ リラヤか らエルサレムヘー

緒に上 った人たちに，幾 日ものあいだ現れ，

そして，彼 らは今や，人々に対 してイエス

の証人 となっている。…・

神 は，イエスをよみが えらせて，わたし

たち子孫に この約束を，お果 しになった。

また，神が イエスを死人の中か らよみが

えらせて，いつ まで も朽 ち果て ることのな

い もの とされた ことについては， 『わた し

は，ダビデに約束 した確かな聖なる祝福 を，

あなたがた莚授 けよう』 と言われた。」(使

徒13：29-31，33-34)

マ ル スの丘 での証

アテネのマルスの丘におけるパウロの証

は，非常 に深い意味 を持 つものです。ギ リ
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百人以上 の兄弟たちに,同 時に現れた。……

そののち,ヤ ゴブに現れ,次 に,す べて

の使徒たちに現れ,

そ して最後 に,い わば,月 足 らずに生 ま

れたようなわたしにも,現 れたのである。｣

(1コ リント15:6-8)

パ ウ ロは死者の復活について も,素 晴 ら

しい書簡を残 しています。 コリント人 にあ

てた手紙 がそれです。

私は使徒 として共 に働 く兄弟パ ウロを心

か らたたえ,愛 するものです。彼の献身,

謙遜 さ,正 直さは心か らの ものでした。そ

して,非 常 に熱心で,人 々に関心 を持 って

いた人物でした。パ ウロにも自分なりの問

題があったで しょうが,親 しみ深い人物で

あったことは確かだった と思 います。彼が

ある地 を去 ろうとした時 に,1そ この人々か

ら強 く引 き止められた という話がそのこと

を証 しているのではないで しょうか。

私はパ ウロを愛 しています。なぜなら,
.彼は真理 を説いたからです

。彼は人々に関

心 を向けてい ました。私 は死 に至るまで不

動の信仰 を守 り,神 の教 えに殉 じたパウロ

を愛 しています。私 は,パ ウロが教会員や

世の人々に福音 を教 えようとして体験 した

数々の苦難の物語 を読む時,い つ も心に強

く迫る ものを感 じます。

目撃者 の証言

おそ らくペテロの書簡の最後のひとつは,

当時すで に福音に改宗 していた人 と,そ の

後彼の言葉の影響 によって改宗に至 った人

の両方忙向けられた ものであった と思いま

す。その言葉はあらゆる時代 の人々が心 に

とどめるべきものです。

この偉大な予言者は死を目前 にし,肉 の

幕屋を脱 ぎ捨てて次の世に移ってい く時が

そう遠 くないことを知 った時,次 の時代の

人々に伝 えようと,自 分の証を書 く決心 を

しました。 そしてその手紙 は,数 多 くの人

人が読み,耳 に してきました。ペテロは次

のように書いています。

｢わた したちの主イエス･キ リス トの力

と来臨 とを,あ なたがたに知 らせた時,わ

た したちは,巧 みな作 り話 を用いることは
い こう

しなかった。わたしたちが,そ の ご威光の

目撃者 なのだか らである。
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イ エスは父なる神か らほまれ と栄光 とを

お受 けになったが，その時，お ごそかな栄

光の中か ら次のようなみ声がかかったので

ある，『これはわたしの愛する子，わたしの

心にかな う者である。』

わた したちもイエス と共に聖なる山にい

て，天か ら出た この声 を聞いたのである。」

(IIペ テ ロ1：16-18)

ジ ョ セ フ ・ス ミスの証

近代の予言者ジョセフ ・ス ミスも復活 に

ついて，人々に再確認 をしてい ます。 その

証は私たちの霊を鼓舞する ものです。 ジョ

ー ジ ・A・ スミス長老 は
，ジョセフ ・ス ミ

スが1844年6月 ，暗殺 される数 日前に行な

った最後 の説教 からこの ように引用 してい

ます。

「私はすでに この民のための犠牲 として

捧げ られる心構 えができている。敵に一体

何がで きるだ ろうか。肉体 を死 に至 らしめ

るだけである。彼 らの力 をもってしてはそ

れが限界である。友 よ固 く立 っていただ き

たい。ひるんではならない。 自分の命 を救

お うとは思わないで欲 しい。真理のために

死ぬ ことを恐れる者は，永遠の生命にあず

か ることがで きないか らである。最後 まで

頑張 りなさい。そうすれば，私たちは復活

して神 に似 た者 となり， 日の光栄の王 国の

王権，公権，そ して永遠の支配権 を授けら

れ るのである。」(研s妙y`ゾ 孟h6Ch%zじh，6：

500)

復 活 の真 実性

復活の真実性は，キ リス ト教世界の数多

くの人々が信 じています。フランスの詩人

ビク トル ・ユーゴーは次のように書いてい

ます。

「私 はもともと来世 とい うものを信 じて

いる。私には死の時が近づ くにつれて，自

分の周 りに，私を招いている世界の永遠の

交響曲が よりはっき りと聞 こえて くる。私

は墓に下る時，多 くの人 と同じように，『こ

の世での仕事 を終 えた』 と言うかもしれな

い。 しか し， 『自分の命はこれで終わった』

とは言わないだろう。私の仕事はその次の

日の朝か ら始 まるのである。墓は行 き止ま

りの袋小路 ではない。それは開け放たれた

道 なのである。それは夕べに閉 じ，朝 に開

く。」(fromthepoem，"AVillequier")

あう無名 の作家 は，言葉では説明 し切れ

ない不死不滅へのあこがれ とい う自然な情

感 を次の ように表現 してい ます。
しようけい

不死不滅への憧憬

「この喜 ばしい望み
， この甘美な思い

は他の どこか らくるのだろうか，

この隠れた不安，死 をもうて命が絶え

る とい う内なる恐怖 はどこからくるの

だろうか，

死 を思って， ひるみ，度 を失うのはな

ぜだ ろうか，

人の心を揺 さぶ るのは神，

来世 を指 し示すのは神 ご自身，

神 は人に魂の不滅 をささや く。」

ヨブ の疑問 と答え

次の ヨブの疑問は，愛す る人の棺 を前に

した多 くの人が心 の中で繰 り返 してきたも

のです。

「人が もし死ねば， また生 きるでしょう

カ》。」(ヨ ブ14：14)

そ してこの問いかけに対 して，多 くの人

人が喜ばしい答 えを受けてきました。大 き

な安 らぎが天 の露のように注がれたのです。

そして，苦 しみに疲れ果 てた無数の人が，

人知 を越 えた平安を味わって きました。

大いなる安 らぎが，悩 み悲 しむ多 くの人

聖徒の道/1983年12月 号 9
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の心に新たに温かな確信 をもた らす時， そ

の人々はヨブと共 にこう言 うのです。

「わたしは知る
，わたしをあがなう者 は

生きてお られ る，

末の日に彼は必ず地の上 に立たれ る。.

わ たしゐ皮のうじがこの体 を滅 したのち，

わた しは肉にあって神 を見 るであろう。

しかもわた しのこの目で見 るであろう。」

(欽定訳 ヨブ19：25-27)

ヨブ は自分の証が書物に記 され，岩 に刻

みつけられて，後の代の人々に読 まれるよ

うにと望みました。そして，多 くの人々が

その強い証 を読 んで心 に安 らぎを受 け， ヨ

ブの願いは聞きとどけられて きました。

ヨハネが 受けた示 現

最後に，黙示者 ヨハネが受けた示現 を見

たい と思います。

「また，死 んでいた者が，大いなる者 も

小さき者 も共 に，御座 の前に立 っているの

が見 えた。かずかずの書物が開かれたが，

もう一つの書物が開かれた。 これはいのち

の書であった。死人 はその しわざに応 じ，

この書物 に書かれていることにしたがって

さばかれた。
よ み

海 はその中にいる死人 を出し，死 も黄泉

もその中にいる死人 を出し， そして，おの

おのその しわ ざに応 じて， さば きを受 け

た。」(黙 示20：12-13)

陰 うつで，死んだ ような冬の後 に，生気

と緑 にあふれた春が来 ると， 自然界のすべ

てのものが，よみが えりの主の神性 を歌 いあ

げます。ク リスマスの季節を迎え，キ リス

トが創造主，世の救い主，そして神の御子

であることを， もう一度心 に思い起 こそう

ではあ りませんか。

ホ ーム テ ィーチ ャー外の 提案

強調点 ：ホームティーチングの時，以下 の

点 を強調する とよい。

1.

2.

3.

4.

主 は御 自身が 「罪人 らの手に渡 され」，

十字架 につけられた後，復活す ると予

言してお られた。 それは永遠の計画の

一部であった
。

ペ テロを初 めとする使徒たちは，命 を

かけて，救い主 とその復活を証 した。

現代の予言者たち も復活の真実性 を証

して きた。ジョセフ・ス ミスは，「真理

のために死 ぬことを恐れ る者 は，永遠

の生命 にあずかることがで きない」，ま

た，最後 まで忠実でいるなら，「復活 し

て神 に似た者 と」なる と語 っている。

人の命 はこの世限 りのものではない と

信 じている人は， この教会の会員以外

にもいる。作家 ビク トル ・ユーゴーは，

「墓 は行き止 まりの袋小路ではない
。

それは開け放 たれた道なのである」 と

書いている。

話 し合 いのため の提案

1.使 徒たちの信仰 と，復活 の真実性 を証

したい という強い気持ちについて，自

分が感 じていることを話す。

2.こ のメ ッセージの中に，家庭 で読んだ

り，話 し合 った りするのによい聖句や

言葉はないだろうか。

3. 話 し合 いをより充実 した もの とするた

めに，訪問する前に家長 と話 し合 って

お くとよい。 この主題 に関連 して，定

員会指導者や監督か ら家長にあて られ

たメッセージはないだろうか。
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エル シー ・メイ ・ロ ック

月
曜 日は洗た くの日でしたが，ク リス

マスを翌 日に控 えたその日，私の頭

の中はク リスマスにぜひ したい と思ってい

たテーブルの飾 りつけの ことで一杯で した。

ほかの ことはさておき， とにか く飾 りつけ

に必要なものを買いに行かな くては とい う

気 にな りました。

道路 を横切 って，バス停に向かおうと思

いましたが，急に気が変わ り，歩いて行 く

ことに しました。3分 の2ほ ど来た時です。

ふ と見 ると，モーター付 きの車椅子 に乗 っ

たひ とりの婦人がいました。 その人 は教会

員ではあ りませんでしたが，私 は彼女のこ

とを知 っていました。ワー ド部で毎年，市

内の年輩の方のために音楽会 を開いている

のですが，その折 に代表 として感謝の言 葉

を述べて下さったのが， この婦人で した。

私は彼女に言葉 をかけました。少 しおし

ゃべ りをしているうちに，彼女が独 りぼづ

ちのさみ しいクリスマスを迎 えようとして

いることに気づ きました。その 日の朝，洗

た くもせずに外出しなさい と促 されたのは，

このためだったのか と私はつ くづ く思いま

した。 そして彼女 を我が家のクリスマスに

招待 しました。外出の目的が果たされた今，

飾 りつけの買物 など， もうどうでもいいこ

とで したが， とにか く買おうと先 を急ぎま

した。

しばらくして，私ははっ としました。招

の家族が4人 。みんな何 と言 うだろう……

最初，夫 はこの件について絶対反対で し

た。夫が言うにはう クリスマスは家族だん

らんのひ と時だから，話 をした こともない

人を招 くのはどうかな というのです。で も

私は，彼女 と会 ったのはみたまの導きによ

るものだ と感 じてい ましたか ら，断食 して

、祈 り，訪問教師にも祈 って くれるように頼
＼.

み ました。する とどうで しょう……その翌

日には陽気な笑 いが我が家 に戻 ってきて，

みんなこの特別 なお客様 を快 く迎 えてくれ

たのです。

私たちは一緒 に楽 しいク リスマスのひと

時を過 ごしました。彼女は，救い主に対す

る証 と和やかな雰囲気 を我が家 に運 んでき'

て くれ ました。彼女が教会員ではない私の

親戚の者 に，キ リス トの再臨について彼女

な りの証 をして くれたので，私 は彼女の証

に添 えて自分の証を述べました。お陰で，

彼 らに福音について もっと多 くの ことを説

明す ることができました。思いがけないお

客様が道 を備 えて下 さったのです。

*エ ルシー ・M・ ロック姉妹 は，現在英国

サ リー州の ミッチ ャム ワー ド部で音楽指揮

者，初等協会教師 として働いている。4児

の母。

一

1

、繋難 識購懸
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で，その地方の生活習慣や しきた りになじ

もうと努め ました。 よく，あちこちの小 さ

な村や地元の人の家 を尋ねた り，昔か らの

観光 コースをはずれた，お もしろそうな場

所 に行 ってみた りした ものです。ですから，

教会の墓地へ行ってみ ようという提案 も，

それがクリスマスイブのことでなければ，

なにもそう変 に感ず ることはなかったので

す。

私たちはぶ厚いコー トと暖かいえ り巻 き

に身を包み，村の教会の墓地へ続 く曲が り

くね った細 い道を登 って行 きました。私 た

ちはシャレー(長 いひさしの付いた，ババ

リア地方やオース トリア，スイス独特 の家)
みね

とそれに棟続きの畜舎は何度 も見ていまし

たが，その晩は，そうした建物が，いかに

もクリスマスの季節にふさわしい雰囲気を

漂わせているように見えました。それは，

旅人が家畜小屋に宿を取った，あの最初の

クリスマスを思い出させました。丘の頂上

まで登 りつめると，屋根に尖塔を付けた教

会の中からダ静かな音楽が聞こえてきまし

た。私たちは，教会の脇を通って，その裏』

にある墓地に入って行きました。そこには

すでに何組かの家族がいましたが，辺りは

静まりかえって，敬虜な雰囲気が漂ってい・

ま翻距。.私たちは別の世界にいるような気

持ち轍 鯵 が難 醐 綿 灘 部 た・気.

どの墓轄 に転 妙 惣 ス・郷 念する

品々が置かれで恥ま七た。美 し瞬花輪，火

のついたロウソ客レ隼けたばが珍、の花束，
明かりが点滅塗拳小型のク.り惚 緊零ツ?一

などギ薦鵜 中には献碧撫ト構誕爾情景を

描いた彫 り物 まで置いてある華港ありまし

た。そ熱 らは，。亡 くなっ熊愛す，多案族 と共，

、にクリ界マスを祝いだいと野う村人摩ちめ1
願いの孝われで鱗蓼。彼 躯は亡 く、なった家 』
㌧族のことを心 に強1く思い

ら、それらの品を墓

地 まで運 んで きたのです。

聖徒の道/1983年12月 号

私たちは家族だけの神聖なひζときに立

ち入 ってしまった ような気持ちを覚 えジ雪

を踏 しめなが ら，黙 ってその場 を立ち去 り

ました。

翌年，美 しいユタ渓谷 の冬 の中で過ごす

ことになった私に とって，そのク リスマス

イプの出来事 は，一層意味のあるもの とな

りま した。父が前の年に亡 くなったために，

だれひ とり，家族 の習わしだったはずのキ

ャロリングを しようと言いだす者が，.い ま

せ んで した。父 を失 った悲 しみが家族の中

に まだ残 っていたからです。 そこで，母は

私 たち子供を集めて，あの墓地のある国へ，

ふたたび旅立 ちました。私たちは花輪を持

って行 きました。今度は，、私 たち家族の他

には，だれ もいませんでした6人 けのない

その場所で，私たちは聖歌を歌いなが ら，

父の墓の上に花輪 を置 ぎました。・辺 りには

深 い霧が立ち込め，私たちを神秘的な静け

さの中に包み込んでい ました。霧 のせいで，

墓地の境か ら先はよ く見 えず，世界がそこ

で終っているかのようでした。

しかしむ 自分たちがクリ界マスを祝 って

いることを思》)起こしていた時，一犬 きな喜 、

び爺私たちの脚を満たしました。救い主爾

麟 によって沈 の樺にはそ褥 で1よ妙
づた新たな篠專が もたら費れヅ肉体の死 を

もっ で入 り命 の終わ りξ宣告 登ηること翁1

、鶴 くな り、ました。'父も決 してひと り寂 しい
1状態にい るの ではないのです

。・共同墓地の

その場所で，私たちは父の面影をしのびな

が ら・人 を救い，希 望を与え，・照 って下さL.

うた御方の誕生 を祝いまし漁。その平鵜 ¢羊
、一一

、教 え は ，1私 た ち の 悲 し み を癒 す 大 き な慰 め1一

、で し た9、

ク腕 甥 イブのこれらの出栗事磯麟llr

で・そし瓢 .悉想 こ漏 て深 賜 猷 蜘-、`主
に対魂る懲講の念に・「私は心力蓄らの喜び

を懸じでい1ます。`
・写 ≧
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胸
ポケッ トか ら眼鏡 を取 り出そうとす

るジョセブ･ス ミス･シ ニアのしぐ

さは,ス ミス家の人たちに,夕 べの礼拝の

時間が来た ことを知 らせ るひとつの合図で

あった。 スミス家では毎 日を,歌 と祈 りと

聖書の朗読で終えるのが習慣になっていた。

指揮 を取 り,聖 書か ら読み,祈 るのは父親

の役割であった。 しかし,予 言者の母の言

葉 によると,少 年予言者ジョセブが1823年

9月 に初めてモロナイの訪れを受けて間 も

な く,こ の家族 の集 いには,そ れ までなか
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った面が出て くるようになってきた という

ことである。彼女 はこう書いている。

｢この時以来
,ジ ョセブは引き続 き主か

ら指示を受 けてお り,私 たちはその話を聞

くために毎晩子供たちを集 めました。家族

はかつて地上に生を受けただれ にも劣 らぬ

敬意をジョセフに示 していた と思います。

父,母,息 子,娘 たち全員が輪になって座

り,… …18歳 の少年 に全神経 を傾 けたので

す。 ……

夕方のだん らんでジョセ ブは時々非常に

お もしろい話をしました。 この大陸の住民

について,彼 らの服装 や旅行の方法,彼 ら

が乗 った動物,あ るいは町,建 物について

細かな描写をしました。 また戦争の仕方や

宗教生活 についても話 しました。あの子は

これをい とも容易に,こ れ までずっと彼らの

中で育 って きたかの ように話すのでした。｣
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モ ル モ ン経 の 登 場 人 物 ど ジ ョ セ フ ・ズ ミ ス1副 恥岬・恥怖 叫{・1嚇 嚇 ・恥痴 叫 即叫"1嚇 酬1・叫叫 ・"1脳蜘 即㌦岬

終的には神の祝福 を取 り上 げられて しまっ

たことな どについて，概 略を知 らされたの

である。そして， この大陸に存在 した古代

の予言者たちの記録 の抄録 を刻 んだ版があ

る所 も教 えられた。天使が一夜 の内に3度

現われ，同じことを語 った。神の天使たち

の訪れを何度 も受けて，終わ りの 日に起 こ

る数々の出来事の栄光 と威厳 について耳に

した後，紀元1827年9月22日 の朝，私は主

の み使 い か らそ の 記 録 そ渡 され た。」

(丁客耀s伽4S鰯ons，1Mar.1842)

この ように，最初に予言者 ジョセフに教 .

えを施 したのはモロナイだったが，版 を受

ける前に，多 くの天使がほかにも様々な事

柄 を教 えていたのである。(see力 箆叩認 げ

1)魏o嬬6s，14：140)

後年 ，オル ソン ・プラットは， ジョセ フ

が顔 と顔を会わせて語 ったこれ らの天使が

モルモン経 に登場する人物であると語 って

いる。(see/6%"¢ α」のヂZ万s60z6鴬6s，13：66)

プ ラ ット長老はさらに，その天使たちが訪

れたのは， ジョセフがなすべきことになっ

ていた業 に関して指示を与 えるためためで

あった こと，またモ ロナイが彼に 「多 くの

教え」を与えていた ことを告げている。

ジ ョセフ ・ス ミ.スに親 しく接 していた人

人で，、興味ある事柄を詳細 に述べた人 はほ 、

かにもいる。 ウイルフォ}ド ・ウッ ドラフ

は・，ジラセフは 「天からの夢使 い・神 の声・

聖霊からの霊感 と力」 によって教 えを受け

たと書 いている。(ノ枷 卿認 げ ρ魏側 彫s，

16135)●

オル ソン。スペ ンサーは，「ジョセフ ・ス

ミスがひ と度口を開 くと，古代の予言者た 「

.、多が生 き生 きとした姿で描写 される」 と書

いている。

当然の ことなが ら，モルモ ン経回復の鍵

を持 っていたモロナイは，一この準備の時期

における最 も重要な存在である。(教義 と聖

約27：5参 照)少 な くとも22回 に及ぶ顕現

の中で，モロナイはこの若き予言者 と共 に

み業 を進 めた。1823年9月21日 か ら22日 に

かけての夜の3度 の訪問，また， その翌 日

ジョセ フが畑から家 に帰ろうとしていた時

の現われ，そ して， ジョセフがクモラの丘

で最初に版 を目にした日や，1824，1825，

1826年 の9月22日 に クモラリ丘へ戻 った時

の3度 の現われ，さらに，1827年 夏 の訪れ

などがある。 ジョゼフはある時父親か ら仕

事上の用向 きを与 えられて出か けたが，疲

れ切 ったその夜の帰 り道の出来事 をこう書

いている。

「版が埋 めてあるクモ ラの丘の近 くを通

りかかると，その天使が現われ，私の主の

み業 に対する献 身が不十分で拳ること，そ

の記録が現わされ る時が来 ていること， ま

た，大いに励み，神か ら命ぜ られた事柄に

備 えをしな けれ ばな らないことなどを告げ

ました。」(Lucy瓢a£k8磁ith， 「β∫og昭ρh♂6αJ

S勘6娩s夢 卿 効 舗 簸 ，、P登98-99)

・q度目の訪桝1ジ 鍵 拶 馳 渡されr

た1827年9'月22日 の こ・とであづた。 その翌
』』年の夏

，'天健キ ロディは予言者か ら金版，`，

ウリム とトミムを取 り車 げだ。1予言者はそ

のことについて ごう書いて瞬 る。「マー テ

ン 畜ハ リス にその記録 を借 りる特権 を与 え

1たまえと願って欝 髄 難 構 驚 る
・

マプ ン●ハリ舖 糠 欝 猶 講 を

無 く』しでし』齢 た讃 鰯 幽 謬
.、、麹

Ch銘 名6h，1：21-22ン ， 」'
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後にモ ロナイは再びジョセフに現われ，

(12回 目の訪れ)ウ リムと トミムを渡 した。

ジョセフ ・ス ミスはこのウリ1ムと トミムを

通 して，教義 と聖約3章 の啓示を受け，そ
しつせき

の中で自己の不注意を叱責された。モロナ

イはこの後，再度 ウリム と トミムを取 り上

げたが， しばらくして，翻訳 を続行させ る

た めに，金版 と共に ジ ョセ フに返 した。

(撚 ホo勿yげ 読θCh%名 むh，1：23)

ル ー シー ・マック ・ス ミスの記録 による

と，14回 目の訪れは1828年9月22日 の こと

となっている。

デビッド・ホイ ットマーは1878年 に， そ

の後の3回 の訪れ(15～17回 目)に ついて

1ジ ョセ7・Flス 、ミ，冬 鱗オルソヒ ・プラッ

ト疇 って瞬 ，麟 鱒 隙 轄 鋤 剛

き 耀 ・ス、ミ飛 蓮繊 って，翻訳韓
r事 を完成 させる一た幽 こ

，二五」 識、」ク州 フ

ェィヤッ トに旅 し《いた時の ことであるも1

この時，「とて も感・じがよ くあいき，ようのあ

る老人が突然我々の馬車の近 くに現われ，

額を手でぬぐいなが ら，『おはよう，、とて も

暑い日だね』 とあいさつをしてきました。
㌧

私たちもあいさつを返 しました。そして，

私はジョセ フの合図を受 けて，一もし進む方 ・

向が同じなら，一緒峠馬車に乗 って行かな

いかと講いました。し牟し彼曝とても快活

に，『どうも有難う。ぞも私はタモラト行 く

のです』と答えてき、まレ濫 ..1煮鱗は聞いた
こともない名前でしたし，、、ク蕪驚零㌣う名

、聯 榊 りませんで嚥 撫 鱒 雑 視
一線 錦 けぽ 繍 鞭 鱗 韓 沓撫 瓢

轟 、轡 けげ確 欝 融 鵬 軸 望 の・
方を向，ぐと，謎その彪人 はたちまち見えな く。

なってしまって，塾度 と姿 を現わ しません

でした。

ジョセフ ・F・ スミス ：どういう外見の

人で したか。

デ ビッ ト・ホイッ トマー ：そうですね。

身長 は……5フ ィー ト8イ ンチから9イ ン

チ くらい(約175セ ンチ)… …茶色の毛織

の服 を着てい ました。……髪 もひげ も真っ

白でした。 それ と，本の ような形 をした物

を入れた荷物をかついでいましたね。

それは金版 を持ち，ハーモニー を出発す

る直前にそれ らの版 をジョセ フか ら取 り上

げた天使 だったのです。家 に着 くと間 もな

く，私は，それ らの版は父の納屋の中に隠

されているに違いな いと何か強 く感ずるも

のがあ りました。ジョセフにその推測が正

しいか どうかを率直 に聞 いてみた ところ，

その通 りだ という返事 で した。」(掘 伽漉s

ρブ孟h6S6hoolげ 孟hθP名oρh召な，SaltLake

Stake，30ct.1883)

翻 訳 が完成する と，ジ ョセフは版 をモロ

ナイに返 したが，後にモ ロナイはそれをジ

ョセフ，オ リヴ ァ ・カウ ドリ，デビッド・

ホイ ットマーに見せ，、さらにその日遅 くマ

ーテン ・ハ リス とジョセ フ ・ス ミスに見せ

るためにそれを戻 したのであった。

記録にある最後の2度 の顕現 は， ジョセ

フがモロナイから版 を受 け取って，八人の

見証者に見せた時である。その後，版はモ

ロナイに返 された。以上が知 られている限

りの，22回 に及ぶモロナイの訪れである。

救い主の訪れはモルモン経 の主要テーマ

であるが，ジ ョセフに対 しては，モ ロナイ

Lだ けでな く，救い主御 自身 もみ姿を現わ し

てお られ る。最初の示現，教義 と聖約76章

の啓尽，カー トラン ド神殿 において示現が

聖徒 の道/1983年12月 号 17



モ ル モ ン 経 の 登 場 人 物 ど ジ ョ セ フ ・ス ミ ス 』1臼1閣・1艦{凶1・"1　 11・1{・'ひ～1髄・"1～副"1随"111四1■"～副 ・閣"'"11・'{■1'～副"'餉"11閣一1。'""'集1。"

開かれた時などが そうである。(ジ ョセフ・

ス ミス1：14-20;教 義 と聖 約76：19-

24;110：1-10)

救 い主の訪れについては， このほかにも

教会初期の記録者たちが伝 えているものが

ある。例えば，ゼベディー ・コル トリンは，

ジョン ・テイラー大管長な ど教会幹部が出

ていたソル トレー クステーキ部の予言者の

塾で，オハイオ州 カー トラン ドで最初の予

言者の塾が組織 された2，3週 後のある集

会 に，救い主がそのみ姿を示 された と語っ

ている。救 い主は何 も語 らずに，その部屋

を通 り抜けられたが， ジョヤ フ ・ス ミスは

その聖 なる訪問者がだれであるか を確認 し

た という。「あの御方は神の御子，我 らの長

兄，イエスである。」

モルモン経に登場す る人物の中には，そ

の出版 に関連 して，ジョセフ ・ス ミスの も

とを訪ねている者がいる。例 えば，パーレ

ー ・P・ プラッ トはこう書いている
。

「あの青年 と
，彼 に与 えられた聖 なる天

使 たちの導 きに よって， この本 は世 に出

た。」(ノ伽 彫α」〔ゾ αs60%z肥s，9：212)

ジ ョセフ ・ス ミスが，かつて二一ファイ

人 として現世 を過 ごしたことのある天使 た

ちか ら導きを受 けていた ことは明 らかであ

る。

ジョージ ・Q・ キャノン長老 はこれ らの

天使 として，アルマ，二一ファイのふた り

を挙 げることがで きるだろうと語っている。

㊥%7耀 」げ 伍s60媚6s，13：47)後 年 の

説教の中でキ ャノン長老は，ジ ョセフはモ

ロナイや様々な神権時代 の指導者たちの訪

れを受 けたが，それはジョセフ ・ス ミスが，
つ

「神に属 ける事柄 についての知識 を豊かに

受 け，神か ら授け られた偉大 で神聖な召し

を理解す る」 ようにするためであった と語

っている。(Zo%7n認(ゾP∫s60麗 鴛6s，23：

362)

さ らに，ジョン ・テイラーは次 のような

言葉を残 している。

「彼 〔ジ ョセフ ・ス ミス〕は時折与 えら

れた天 との交わ りを通 して，末 日に起 こる

数々の大いなる出来事 を学んだ。彼は過去

の事柄 を知 り，数 ある神権時代 とその目的

とを理解 していた。彼 は数々の原則を明 ら

か にす るに とどまらず，それ らの神権時代

において指導者 として働いた人々 とも親 し

く交わ っていた。そ して，彼はそれ ら数多

18
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くの人々か ら，末 日に主の大義 を押 し進め

るための権能，鍵，神権，権威 を授けられ

たのである。 その使者たちは彼 にこれ らの

鍵 と権能 を付与するために，特 に，全能者

か ら命 じ られ，遣 わ され た ので あ る。」

(ノ薇7nα 」げ ∠)露60撚6s，20：174-75)

ジ ョン ・テイラー長老 も， ジョセフ ・ス

ミスを訪れた使者 として，「モルモン，モロ

ナイ，二一ファイ，そ して，昔 この大陸 に

住んでいた他の古代の予言者たち」を挙げ

ている。(ル 銘γηα」(ゾZ)乞s60π欝6s17：374)

テ イ ラー長老は1879年 にユタ州エフライ

ムで，二一ファイ人 の12人 の弟子たち もま

たジ ョセフの もとを訪ねている と語った。

「ジョセ フ ・ス ミスが自らのもの として

身につけていた原則 は，主 との交流 によっ

て彼 に与 えられた ものであった。 またそれ

は，主だけでな く，古代の使徒や予言者た

ち との交流によっても与 えられた。例 えば，

アブラハムやイサク，ヤコブ，ノア，アダ

ム，セツ，エノク，それにイエス と御父で

ある。 また， アジア大陸に住んでいた使徒

たちだけでな く， この大陸に住んでいた使

徒 たち とも交流があ った。」(面 躍n認 げ

1)露60郷 θs，21：94)

テ イ ラー長老は後 に，ソル トレーク ・シ

ティーの第14ワ ー ド部での話の中で，次の

ようにも語 っている。

「天使 モロナイが彼 を訪れ
，モルモ ン経

の ことを明 らかにした。 ……その後，古代

の予言者のひ とり二一ファイが来た。彼 は

その昔 この大陸に住み， 当時の民の幸福 に

心 をかけていた人物である。……

もう一度言 うが，主の福音 を代表する者

として再び働 きを進めるという点 において，

モロナイや二一ファイ， またかつて同 じ福

音の力の もとに， この大陸の民 に導きを与

えた幾人かの予言者たちほどに適切な人が

ほかにいるだろうか。」(ル%規 α1げ1)毎

60郷6s，21：161，163)

オ ル ソン ・プラット長老はユタ州のブリ

ガム ・シテ ィーのジョン 。ク リステンセン

にあてた個人的な書簡 の中で，次の ように

述べている。

「予言者 は二一ファイ
，モロナイ，ペテ

ロ，ヤコブ，愛弟子 ヨハネ，バプテスマの

ヨハネ，エライジャ，モーセ，三人の、二一

ファイ人などの訪れをよく受けていた。」

確か に， ジョセ フ ・ス ミスの予言者 とし

ての働 き，モルモ ン経の翻訳は，義人が待

ち望み，何千年 にもわたって祈 り求めてい

た事柄 なのである。 これらの重大な出来事

があった間，見 えざる霊の世界 とこの世を

隔てている幕 は非常 に薄 くなった。以後，

この若 い予言者に与 えられた教え と霊感は，

彼 自身 とその同僚 たちによって，敬度 な思

い と慎 みとをもって語 られた。そして，ジ

ョセ フをこの神権時代 おける並ぶ者なき聖
はぐく

見者へ と育 んでいったのである。 ジョン ・

テイラー大管長 の兄弟 ウィ リアム ・テイラ

ーの次の言葉は
，予言者が受 けていた この

大いなる賜 に対す る的 を射た賛辞である。

「彼は現世 に身 を置 きなが ら
， この世の

事柄だけでな く，霊の世界 にもよ く通 じて

いたようである。」

*ロ バー ト・」・ウッドフォー ド：ユタ大

学末 日聖徒宗教講座教師， ソル トレーク ・

ワインダー西 ステーキ部高等評議員
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『も っと寝ていたい。 まだ6時 ， まとも
な人間の起 きる時間ではないわ。小

鳥だ って きっとまだ夢の中。それ にきょう

は日曜日，仕事か ら解放されていい 日。で

も働 きに行かな くちゃ。足が重い。だけど

行かな くちゃ。 お願 いあ と10分 寝かせて。」

私の名前はジャーナ。 ソル トレーク ・シ

ティーの末日聖徒病院で看護婦 をしていま

す。その 日曜 日の朝，私はこんなふ うに目

覚めました。末 日聖徒病院の看護婦 という

仕事 は好 きでしたが， その日はそんな気分

にはなれ ませんでした。急いで病院に向か

い ましたが，着いたのは7時5分 。5分 遅

刻でした。入口の時計 を見 て，私 は慌 てて

エレベーターの所 に走 って行 き， ボタンを

荒々しく押しました。で もエレベーターは

5階 で止 まった ままで，降 りて きません。

ぐず ぐずしてはいられない。私は6つ の階

段を一気 に駆 け上が りました。心臓が破裂

しそうでした。でもここは病院，心臓発作

で倒れてもだれか助けて くれるのです。

入 口のホールを通 り抜 け，受付の所に来

ると，「もう始まってい ます よ」というそっ

けない言葉でした。私 はほほえんだ顔 を引

き締 める と，看護婦たちが集合 している部

屋にそっ と入って行 きました。私た ちはそ

こで，一 日の仕事の指示 を受 けることにな

っているのです。

その日私 は数人の患者 を担当することに

な りました。それぞれに特別な問題 を抱 え，

特別な世話 を必要 とする人 たちでした。入

浴の世話， シーツや枕 カバーの交換，医療

装置の監視，検温，食事の手配， カルテの

記入，治療，包帯の交換，痛む筋肉のマッ

サージ，そのほか医師か ら指示 されたすべ

ての ことをしなければな りません。仕事 は

ひとりでに終わっては くれませんか ら，私

はただその仕事 をこなす しかあ りませんで

した。仕事 をしている と，スピーカーか ら

声が聞こえました。「患者の皆 さんにお伝 え

します。礼拝行事 に出席 したい方は担当の

看護婦 にお申し出下 さい。」「あっ，そうだ

わ， きょうは日曜 日だったんだわ。」私は担

当の患者 さんに30分 の短縮礼拝行事 に出た

いか どうか聞いてまわ りました。病気が重

く疲れやすい人ばか りで したか ら，出席 し

たい という人 はだれ もいないだ ろうと思 っ

てい ました。私 自身 もそんな気分で した。

ところが，小柄 なホイ ットマー姉妹が出た

い と言ってきました。彼女は関節炎 と骨の

癌 にかか ってい ました。そのため寝たき り

で，始終痛 みを訴 えていた人です。その彼

女が，教会の集会 に出席 したい というので

す。

灘 誕
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私は集会の管理者 に， ホイ ットマー姉妹

をベ ッ トごと運んで くれ るように頼み まし

た。それから私はす ぐに準備 にとりかか り

ました。慌 ただ しく彼女の髪 をとか し，顔

を洗い，ガウンを着替 えさせ，シーツ と枕

カバーを交換 しました。姉妹は体 を動かす

たびに痛みで顔 をしかめ ました。で も，あ

のホイッ トマー姉妹が一言 も苦痛 を訴 えな

かったのです。準備が終わるとす ぐに，兄

弟たちが来て連れて行 って くれました。彼

女のことはそれ以上気に留めず，ほかの患

者 さんのことに追われていました。

夕方にな り，その日の私の仕事 も終わろ

うとしてい ました。帰る前に もう一度 きょ

う担当した患者 さんを見て まわ りました。

ホイ ットマー姉妹 はずっと前 に集会か ら戻

り，静かに休んでい ました。 ほかの患者 さ

んたちも休 んでいました。 「よかった。」私

は出勤の時 と同 じように急いでアパー トに

帰 りました。

数日後，私が夜勤の時でした。仕事 を終

わろうとす ると，4号 室の呼び出しブザー

が鳴 りました。「今頃何か しら」と思いまし

たが，いやが らずに暗が りの中を病室 に向

かいました。それはホイ ットマー姉妹で し

た。

「ジャーナ?」 という姉妹の声が しました
。

「はいそうです
。」

ホイ ットマー姉妹は手 を伸 ばして，私の

手 をそっと握 りました。そ して小 さな震え

るような声で言いました。「この前の日曜日

には教会に行 けるように，いろいろ助けて

下 さって有 り難 とう。 そのお礼が言いたか

ったの。私 はそ う長 くはないと思 うの。あ

の日教会に行けたことが私 にとってどんな

に意味の深 いことか，あなたに伝えた くて。

聖餐 を受けた時……」 しばらく間をおいて

とぎれがちにこう続 けました。「神のみたま

を感 じました。 キリス トが救い主だと，は

っきり分か りました。」こう言って彼女は泣

き出しました。私 も涙を抑 えることがで き

ませんでした。 この美 しい婦人は，肉体は

弱っていますが，私 にはない強 さを備 えて

いました。強い証 を持っていたのです。習

慣的に教会に行 き，聖霊 にあずかることな

く，ただパ ンと水 をいただ く，そんな自分

の姿を私は思い浮かべました。 それに，あ

の日ホイッ トマー姉妹が教会に行 く準備 を

する時， まるでや っかいごとのようにそそ

くさ と片づ けた ことを思い出しました。二

度 とあのようには考えまい と私 はつ くづ く

思いました。私たちはその夜， ともに泣 き

ました。ほんの数分でしたが，ふた りの深

い胸の内を分かち合 うには十分で した。言

葉はありませんで した。言葉はい りません

で した。手 を握 り合い，涙 を流す ことで心

が通 じ合 ったのです。

講 寧..羅

離麗麟 。購 郵

覇灘
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い
つの時代の宣教師 も次の聖句は必ず

引用 しているはずである。.「人の子

よ，あなたは一本の木 を取 り，その上 に『ユ

ダおよびその友で あるイスラエルの子孫の

ために』 と書 き， また一本 の木を取って，

その上 に 『ヨセフお よびその友であるイス

ラエルの全家のために』 と書 け。 これはエ

フライムの木である。

あなたは これ らを合 わせて，一 つの木 と

なせ， これ らはあなたの手で一つ となる。」

(エゼキエル37：16-17)

エ ゼ キエルは，イスラエルの回復 という

末 日の主のみ業 を助 けるために， ヨセ フの

木，すなわちモルモン経がユダの木つ まり

聖書 とひ とつに合わせ られ るようになるこ

とを理解 していた。 これが上の聖句 に対す

る末 日聖徒の解釈である。エゼキエルが見

た とい う 「木」が どの ような木であったか
わり ふ

については，教会員の中にも，割符，巻物，
しやく

笏など様々な とらえ方があるが，いずれに

しても教会 は，教義 と聖約27：5を 論拠 と

して， このふたつの木 はどちらも神の言葉

を載せた書物であるとの見解 を通 している。

しか し， この解釈については これ まで様

様な反論がなされて きた。 この 「木」を杖

あるいは王笏 とするキ リス ト教界の伝統的

解釈の方が，エゼキエルの言葉の真義 とし

てふさわ しいというのが末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会外の聖書学者たちの主張であ

る。彼 らは木 に関す る予言のす ぐ後に記 さ

れている主のみ言葉 を強調する。そこには

こう書 かれてい る。「わたしはイスラエルの

人々 を， その行 った国々か ら取 り出レ ・…

その地 にみちびき，……彼 らを一つの民 と



な して……ひ とりの王が彼 ら全体の王 とな

り，彼 らは重ねて二つの国民 とならず，再

び二つの国に分れない。」(エ ゼキエル37：

21-22)

彼 らの結論が，ふたつの王笏すなわち王

権 の統合 は分裂 したイスラエル諸族の再統

一 を象徴 しているとい うものであることは

明 白である。予言者 ジョセフ ・ス ミスの解

釈が文脈 を無視 した奇異 なものに感ぜ られ

るらしく，批評家 たちは末 日聖徒 のこの解
けん

釈を，自分たちの教義の都合に合わせた牽
きようふ かい

強 付会 であるとしている。

これ らの批評を考慮 し，ハ ロル ド・B・

リー長老は1968年 ， ブ リガム ・ヤング大学

で開かれたセ ミナ リー ・インスティテユー

ト職員のための集会において，教会の見解

を再確認 している。「報告によると，ヨセ フ

の木はモルモ ン経ではない，あるいは，そ

の ことを宣言 している教義 と聖約第5章 は

文字通 りに解すべ きではないなどと教 えて

い る教師がいる という。神 は，だれであれ

そのような教えを説 くことを禁 じておられ

る。 また，真理 を知 り，証 を持 っていなが

ら， そういう教 えが広め られるのを，手 を

こまねいてただ傍観 しているようなことを

お許 しにはな らない。」(Viewpointofa

Giant，"BYU，18Julyl968，p.6，published

bytheDepartmentofSeminariesand

InstitutesofReligion.)

近 年 の素晴 らしい発見 は，1830年 には と

て も考えられ なかった方法で， ジョセフ ・

ス ミスの見解が正 しい ことを立証 している。

それ らの新 しく発見 された事実を検討する

に先立 って，若干，言語学的な観点か らの

聖徒 の道/1983年12月 号

考慮 をしてお きたい。エゼキエル書の この

箇所で用いられているヘブライ語は，「木」

という意味の 「エーツ」である。

ヘ ブライ語 の旧約聖書に， この「エーツ」

という言葉は約300回 出て くる。

紀元前3世 紀 に，ギ リシヤ語 を話すユダ

ヤ人のために，ユダヤ人 によってヘブライ

語か らギ リシヤ語 に翻訳 された七十人訳聖

書 を見ると前述のヘブライ語 「エーツ」は，

ギ リシヤ語で木材 を意味す る 「クシュロ

ン」， また木を意味する 「デンドロン」な ど

の訳語を当てられている。「クシュロン」と

しては249回 ，「デン ドロン」 としてはわず

か に15回 出て くるだけである。七十人訳の

翻訳者た ちはヘブライ語 を理解 し，その細

かなニュアンスの違い もわきまえていたは

ずであ り，彼 らが 「クシュロン」 を 「エー

ツ」 の原義 として見ていた ことは明 らかで

ある。

綴 無

本 の よ う な 形 の 書 字 板 を 持 つ 人 物 を 描 い た

浮 き 彫 リ 。 「本 」 の 「背 」 の 部 分 に あ る の

は ， 書 字 板 の ち ょ う つ が い

`Sfe'eσ'8a庁e'α ノb，ρ'70fobyρerm'ss'oηofSfaaf'c力e
Museθ ηZu8er〃 ρ，ForderadiastischesMuseum.)
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イ ラ クの 古 井 戸 か ら 発 掘 され た 木 製 の 書 字 板

`ρわαobyκ θ肋 嗣eservy，fromθr'f'sわMuse鵬
止0η(ゴ0ρ.ノ

もうひとつ重大な ことがある。 それは，

七十人訳 の翻 訳者が エゼキエル書37章 の

「木」に対 する訳語 として
，「クシュロン」

つえ

ではな く 「杖」を意味 するギ'リシャ語 「ラ

ブ ドス」 を用いてい る点である。特に大切

なのは， このギ リシヤ語訳聖書(七 十人訳

聖書)全 体 の中で，ヘ ブライ語の 「エーツJ

が 「ラブ ドス」 と訳 されているのは， この

一箇所だけである という点である
。

彼 らはなぜ 「ラブ ドス」を用いたのだろ

うか。 この問いに関する答えは極 めて重要

である。なぜな ら，現代の聖書学者の多 く

が， この特殊な訳 を，37章 の問題 の箇所 に

対する自分たちの説の論拠 としているから

である。

聖書学者たちは，七十人訳の訳者が，民

数記17：2-3の 物 語の影響 を受けた との

仮説 を立ててい る。民数記のその箇所には，

主が各部族の指導者たち，に，それぞれの杖，

24

すなわち 「ラブ ドス」にめいめいの部族の

名 を書 き， それを夜の間幕屋の中へ置 くよ

うに と命 じられたことが書いてある。 した

が って，エゼキエル書37章 の場合 もこれ と

同じだ とい う結論 に至ることは明白だ。 そ

れ に加 えてエゼキエル書37章 の最後の箇所

には，王国の再統一に関するあの予言があ

る。 しか しこの説明の中のひ とつの不備 は，

民数記で 「杖」と訳 されたヘブライ語が 「エ

ーツ」ではな く，「杖」の意の明解 なヘブラ

イ語「マ ッテ」であるという点にある。「杖」

とい うことを言いたかったのなら，エゼキ

エルはなぜ 「マ ッテ」を用いなかったのだ

ろうか。

これらの事柄 を念頭 に置いて考察する と，

イラクにおける考古学者や言語学者たちの

発見が，新たな意味合いをもって迫 って く

る。

現代 のイラクは，古代の帝国ア ッシリア
はん と

やバ ビロニアの版図であるメソポタ ミアを

ほぼ全域 にわた って領有 している。エゼキ

エル は紀元前593年 に予 言者 として召 され

た時，ネブカデネザルに連れてこられた多

くのユダヤ人 と共に，バビロニアで捕囚の

境涯 にあった。おそらく彼 はバ ビロニアの

町を歩きなが ら，書記然 とした人が先端が

三角形 の筆 を軟 らかな粘土板に押 し付けて，
くさびがた

いわゆる模 形文字 を書 いている光景 を見

たであろう。しか し現在の学者たちは，パ

ピルス，羊皮紙，木版な どが記録用 にメソ

ポタ ミアで作 られていた ことを確認 してい

る。過去 においては粘土板 しか発見 されな

かったが，その粘土板には，他の書写材料

に関する言及が あったので ある。



近代の考古学者 たち も，パ ピルスや羊皮

紙が どのような物かは理解 していた。 しか

し木板すなわち木製の書 き板 とは どの よう

なものだ ったのだろう、か。 どの ようにして

模形文字 を板の上 に書いたのだ ろうか。学

者たちは，メソポタ ミアの人々は板の上 に

インクで書いたに違いない との仮説 を出し

た。

しか し，サン ・ニコロが南バ ビロニア，

ウルクのエ ンナ神殿の古文書群の中か ら発

見 した，紀元前596年 お よび紀元前586年 の

粘土板 にキリス ト紀元の暦法による年代が

記入 されていることはあ り得ない。日付の

ある2枚 の粘土板によって，その仮説 は覆

されて しまったのである。 その2枚 の粘土

板に文字 を記 した書記たちは，神殿 の倉 か
みつろう

ら木版 に塗布するための蜜蟻(ほ かにもサ

ン ・ニ コロが知 らない物が幾つかあった)

を得たとの記述 を残 していた。
ろう

木版 に蟻 を塗 るとはどういうことだろう

か。サン ・ニ コロは， ローマ人や，ギ リシ

ヤ人が記録のために，木の板 を用いていた

ことを思い出した。彼 らが用いたその書 き

板は，へ りの部分 を残 して表面を少 し削 り，

そこに薄 く蝋 を塗 った ものであった。書記

たちはその蟷の上 に文字 を記 した。木版 を

2枚 重ねて も，文字 を記 した面はそれより

も高いへ りの部分によって，損傷 すること

がない ようになってい る。バビロニア人 も

同じことをしていたのではないだろうか。

木版の表面に直接文字 を書 くことは非常に

難 しい。 それに反 して，梗形文字に慣 れた
せんひつ

者 にとっては，尖筆で蠣 の上に書 くの も，

粘土板の上 に書 くの も，大 して変わらない

仕事である。それに気付いたサン ・ニ コロ

は，バ ビロニア人たちは木板の上に蝋を塗

り， それに文字 を記した との結論を出 し，

1948年 の学会で発表 した。 そして，そのよ

うな版が過去に発見されなか ったことにつ

いては，木質で腐敗 しやすいためであった

との仮説を出した。それか ら5年 後，古代

アッシ リア帝国領 に当たる某地点で行なわ

れた発掘で，ひ とつの発見がなされ， それ

に参加 した考古学者を驚かせた。その発見

はサン ・ニコロの説に裏付 けを与 えるもの

であった。

考古学者 マックス ・マローワンの監督下

においてなされたその発見は，旧約聖書に

はカラ として出て くるニム ロデの町のある

古井戸 の，深い軟泥層においてなされた。

最初発見 されたのは，150セ ンチ四方，厚さ
そう け

12セ ンチの，損傷 のある象牙製の板であっ

誹 轟緬無 .制 梱Pψ
イP'}ミ 嘱`"蝶
亭 叫戯黛1}

・

・髪形

.ゲ κ

胤

rz筋

.霧、琢

笏 ・

ち ょ う つ が い が つ い た 書 字 板 の 使 用 を 描

い た 古 代 の 浮 き 彫 リ と そ の 模 写

`MεL.Ma〃oレ γaη，NimrudandltsRemainsπLoηdoη 」
Co〃'ηs1153，usedbyρerm'ss'oηof8所s力Sc'700'of
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エゼ キエルの 「木』

ち ょ う つ が い が つ い た 書 字 板 の 使 用 を 描

い た 古 代 の 浮 き 彫 リ と そ の 模 写

`P力αog〆aρbbyκe'的 以Meservγ ，from8r'"sわ
A4use[ノηり戸乙0ησoη.ノ

た。その 日の夕暮れ近 くには， この壊れた

象牙板 の片半分が出土 した。そして作業を

終えるまでに，完全なふた組の書字板の断

片を発見 したのである。ひ と組 は木製， も
ぞう げ

うひ と組は象牙製で， どち らも12枚 組で，

330×152×12セ ンチの同じ大 きさの板 であ

った。

板の表面はすべて，幅12セ ンチの外縁部

を除いて，2，5センチ削 られていた。その凹

部は蝋 を塗 る部分で あり，薄い蝋片が まだ

付着 している物 もあった。 また周辺の軟泥

の中にも蝋片が発見 された。

文字のほとんどは，泥で解読不能の状態

であったが， まだ こん跡が あり，ある物か

らははっきりと模形文字を読み取る ことが

できた。

表紙にあたる板 には塗布物はなかったが，

両側 にちょうつがいが付いていた跡が見 ら
びようぶ

れた。各組 の16枚 の板 は，日本 の屏風の よ

うに，かつてはひ とつにつなぎ合わ されて

いた と考 えられた。マローワンはこの大 き

な記録を，最古の本 として発表 した。

実験による分析 は，塗布物 に関して， さ

らに詳細 なデータを提供 した。それ による

ろう ひ そ

と，蝋の中には5分 の1の 割合 で硫化砒素

とが混 じっていたのである。サ ン ・ニコロ

が読んだ粘土板 には，硫化砒素については

書かれていなかったのであろう。硫化砒素

は蝋を軟 らかい状態に保 って，尖筆の跡が

はっきりと付 くようにし，塗膜 を明 るい黄

色 に見せていた。 ある塗膜の断片は，小 さ

な文字がはっきりと残されていたが，その

配列が密集 していて，30枚の書字板で，7500

行 ほ どになるか と思われた。

ある木版の表題部 には次のように書かれ

ていた。「世界 の王，アッシリア王サル ゴン

の宮殿。彼はこの象牙の巻の初めに，『エヌ

マ アヌ エ ンリヒ』 と刻 し， ダル ・シャ

ルキンの己が宮殿に納む。J紀 元前705年 に

サルゴンが死ぬ と， この宮殿は略奪された。

そしてこれらの板は，金でで きていた と思

われるち ょうつがいの部分をもぎとるため

に壊 された後で，無用の長物 として井戸 に

投げ込 まれたのであ ろう。

この発見 はサ ン ・ニコロの発見 に裏付 け

を与えた。学者たちは模形文字の記録 の中

の，「イス レウ」に関す る記述か ら，紀元

前1700年 頃 まで古代バ ビロニア王国 におい
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て木の板が用 いられていたことを知 ってい

た。そ して1000年 後 ，その木 の板はアッシ

リアの時代に，異教徒の聖典，典礼書，報

告文書，勅令，人民の名前の登録簿，土地

の詳細な登記簿，船荷証券，油の配給記録

簿 などとして用い られるようになった。

ひとつの例が確認 されると，学者 たちは，

それ を実際に用いてい る状況を描いたア ッ

ス リヤの浮 き彫 りを思い出した。メソポタ

ミア北部のアラム人たちが造 った古代の記

念碑 にも同 じような彫 り物がある。ヒッタ

イ ト人の使用例は まだ確認 されていないが，

サン ・ニコロは，模形文字 を使 っていた ヒ

ッタイ ト人が木 を書写材料 に用い，そうい

みつ

これ らの書字板，すなわち 「木」には，蜜
ろう ひ そ

蝋と硫化砒素の塗布物がまだ付着している。
ろう

硫 化 砒 素 に は 蝋 を 軟 ら か く す る と 共 に ， 蝋

に 鮮 や か な 黄 味 を 帯 び さ'せ る 働 き を し て い

る

rRecoρsオrαcびoηofル7esoρoホam'aηwr'f1ηgオaO'efs，

ρわofograρわbyκe斌 々以 ルfese〆v第fromθ 〃f1Sん
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う記録法をす る書記は特別 な料金 を受けて

いた と指摘 してい る。

古代 ローマ，ギ リシヤの研究をしている
ろうばん

学者 は，ギ リシヤ人や ローマ人が蟷板を用

いていた ことを，昔から知 っていた。ザカ

リヤはバプテスマの ヨハネが生まれた時に，

息子の名 をそのような板の上 に書いた。(ル

カ1：63)そ して，その方法はヨーロッパ

においては少な くとも↓4世紀 まで続いたの

である。要す るに，書字のための蟻板は何

千年にもわた って(紀 元前17世 紀 か ら紀元

14世 紀 まで)多 ぐの文化の 中でかな り広 く

用い られていたのである。

これ らの事柄 はエゼキエル書の聖句の解

釈 に関 して， どの ような助 けを与 えて くれ

るだろうか。いかなる解釈 も言語学的な面

での矛盾がな く，予言的な文脈の中で とら

えられた ものでなければな らない。言葉の

意味 を決定す るの は文脈だか らである。 こ

れ らの点に関 して異論 はない。

エゼキエル書の背景，文脈 はバ ビロニァ

の世界の風俗，習慣である。エゼキエルが

用いたヘブライ語 は，バ ビロニア語の姉妹

語であった。バ ビロニア語の 「イスJは ヘ

ブライ語の 「エーツ」 と同起源であり， ど

ちらも 「木」の意である。象牙製の書字板

は，アッカ ド語では 「シン ピリ」で作っ

た 「イス レウ」，つまり 「象牙の木製書字

板」(一見理に合わないが)と 呼ばれる。「イ

ス レウ」は 「木製の書字板」の意に とど

まらず， どのような材料でできている物で

も，「書字板Jと い うことになるのである。

同 じような例 を挙げ よう。本 を意味するラ

テン語 の 「リベル」は もともと 「木の皮」
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エゼキエルの「木」

の意味である。 しか し今の時代の図書館員

が木の皮の専門家 とい うわけで はない。

これ らの ことを考 える と，エ ゼキエル

37：15-17を 次 のように訳すことに も納得

がい くのである。

「主は私にこう言われた
。『人の子 よ一枚

の書 き板 を取 り，その上 に 「ユダ とその友

イスラエル」 と書き， また一枚の書 き板 を

取って， その上に 「ヨセフ，エ フライムの

ひと片 〔の書き板〕 と， その友なるイスラ

エルのすべての民」 と書 け。

そのふたつを合わせ，ひ とつの書 き板 と

なせ。そうすれば，それらはあなたの手の

中で，ひ とつの折 りたたみの書 き板 となる

であろう。」

この翻訳はこれまで検討 して きたエゼキ

エルの言語，文化背景に忠実に即 した もの

であ り，イギ リスの主要なプロテスタン ト

諸教派 と聖書協会が支援 したニ ュー ・イン

グリッシュ ・バイブルの中に実際に取 り入

れ られている。 したがって，「木」を「記録」

とするこどに対 しては， もはや何 の防御的

な態度をとる必要 もないのである。事態 は

逆転 している。「木」を王様 の象徴 の笏 とい

う解釈(他 の解釈 も同様であるが)を して

いる人々は，エゼキエル書に関する自説 を，

文化的な背景の中で どう説明す るか答えを

迫 られている。

マローワンらが書字板 を発掘 した直後 に，

井戸の壁が崩れ， ロープで下 に降ろされて

いた老作業員が危 う く生 き埋 めにな りそう

になった。井戸が崩れる前に，書字板 を発

掘 し，作業員 を救出できたのは，幸運以外

の何 もので もなかった。マロー ワンは，書
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字板の発見 は単 なる幸運以上の出来事であ

ると，次の ように述べている。

「この有機物が井戸の底で腐食 を免れた

のは……ほぽ奇跡 としか言 いようがない。

事実，井戸の底の泥が 〔腐食 を抑制する〕

特質 を持 っていた としか説明の しようがな

いからである。

この ような書字板 はかつては西アジアー

帯 の諸都市 に存在 していたはずなのである

が，私たちは類 まれなる幸運によ り，一箇

・所にかたまってかろ うじて存在 し続 けて き

た記録に日の目を見 させることがで きたの

である。 こうして私 たちは，当時 としては

ごく普通で あった と思われる記録法の物的

証拠 を発見 した。 これは具体的な証拠 とし

ては，現在知 られている中では最古のもの

である。

上記の発見は確かに，類 まれなる幸運，

また奇跡か も知れない。19世 紀初頭，ニ ュ

ーヨーク州の辺境地 に住んでいた予言者 ジ

ョセ フ ・スミスは，論理性 も有す る慣習的

な解釈 とはまった く正反対の解釈 をしてい

た。 しかも，その解釈を立証する発見がな

されたのは，ようや く20世 紀に入 ってか ら

の ことである。 この事実 と比較す ると，類

まれなる幸運 も奇跡 も，たちまち色 あせた

もの になると言わ ざるを得 ない。 このよう

な詳細 な事実を通 して，回復された福音の

全体像が さらに明確 に浮かび上が り， ジョ

セフ ・ス ミスの短い生涯 に与えられた霊感

の幅の広 さ，奥行 きの深さが再 び証明 され

て くるのである。

*メ サビー兄弟 はブ リガム ・ヤング大学古

代聖典学助教授の任 にある。
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年3月 号，p.28)

読者が こういった様々な形の啓示や霊感

に対する認識を持 っている との前提 に立ち，

様々な類別をしなが ら，啓示が与 えられ る

目的について論 じていきたい と思い ます。

神から人 に授 けられる啓示 には，次のよう

な目的があ ります。(1)証 す る，(2)予

言する，(3)慰 め る，(4)励 ましを与 え

る，(5)知 識 を与 える，(6)思 い とどま

らせる，(7)確 信 を与える，(8)行 動 を

促す。 この8例 を，実例 を挙 げなが ら順 に

検討してい きます。

このように分類 し， その実例を示 してい

くのは，読者 に各 自の経験 を吟味 し，自分

がすでに啓示 を受 けていることと，神か ら

の霊感は確かなものであ り， さらに続けて

啓示を受 けることができるとい うことを確

信して欲 しいか らです。 ロレンゾ ・スノー

大管長は 「日々の生活の中でみた まの示 し

を受けることは一…すべての末 日聖徒の大

いなる特権」である と言っています。(Con-

ferenceReport，Apri11899，p.52)

ハ ロル ド・B・ リー大管長 は次の ように

教 えてい ます。「人は皆，自分自身の事柄，

子供の正 しい養育，仕事な どあらゆる面で，

これ らの賜 と特権 を行使する権利を与え ら

れている。正 しいことを行ない， また自分

がなすすべての事柄 において，知恵 と分別，

正義 と善 を示す ことがで きるよう，啓示 と

霊感 を受 ける権利 はすべての人の ものであ

る。」(ハ ロル ド・B。 リー，S如 η4yiε 劾

ノ五)かP窺66s，pp.141-42)

以 下 において，啓示が与え られる8つ の

目的について検討 していきますが，読者 に

望 むのは，自分 自身が これ までどのような

形 の啓示，霊感 を受 けてきたかを理解 し，

この霊的 な賜 をこれか らよ り豊かに受 けて

い くために， その備 えをする決心 をするこ

とです。

難
、勲野

聡.

讐 口'

7
イエスがキリス トどあり，福

音が真実どあるど告げる聖霊

の証は，神から与えられる啓

示のひどつどす。

使徒ペテロが，イエス ・キ リス トは生 け

る神の御子であると証 した時，救い主は彼

を呼び，こう祝福 しました。「あなたにこの

事をあらわ したのは，血肉ではな く，天 に

いますわたしの父である。」(マタイ16：17)

この重要 な啓示 は真理 を求め るすべての人

に与 えられ ます。そ して，人生のあ らゆる

局面 において，導 きを与 えて くれます。
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●啓示

2
予言も，啓示の目的のひど

つどす。

醒

男女 を問わず，聖霊 の導 きの下 に，自分

の責任の範囲内において語るということを

前提 とするならば，将来起 こる事柄 を予言

す るよう霊感 を受 ける こともあります。予

言者，聖見者，啓示を受 くる者 としての召

しにある人 はジョセフ ・ス ミスが南北戦争

に関する予言や(教 義 と聖約87参 照)， 聖徒

らはロッキー山中において強い民 になると

の予言 をした ように，教会全体のための予

言 をします。予言 は祝福師の職務の一部で

もあ ります。私たちは皆，時 に応 じて予言

的な内容の啓示を受ける特権 を有 し，将来

鶴 、撫

与 えられ る教会の責任 など， 自分の人生の

行 く末の事柄 を知 らされ ることがあります。

私 自身の例を挙げたい と思います。私たち

夫婦は5人 の子供 を授 かっていましたが，

その後 は新 しい子供に恵 まれませ んでした。

10年 以上の年月が流れ，私たちは我が家に

はもうこれ以上子供は授 けられないのだ と

あきらめ， とて も悲 しい気持 ちになりまし

た。 ところが ある日，妻が神殿で， もうひ

とり子供が授 けられ るとみたまのささや き

を受けたのです。 その予言は1年 半後 に成

就 し，6番 目の子供が生 まれました。13年

の問待望 していた子供 でした。

　

灘難

灘
鰯

騰鰹

館響 3
啓示の目的の第5は 慰めを

与えるごどごず

その例が， リバティーの牢獄で予言者ジ

ョセフ ・ス ミスに与 えられた啓示です。何

カ月もの間ひ どい状況下に置かれていた彼

は，苦 しみ と孤独の中か ら，自分 自身 と迫

聖徒 の道/1983年12月 号 31



害されている聖徒 たちとをみそなわした ま

えと主に嘆願 しました。 そして次のような

慰めの言葉が与え られ ました。
なんじ

「わが子よ
，汝 心安かれ。汝の不幸，汝

っか しか しこう

の困苦はただこれ束の間なり。然 り而 して，

もし汝よ くこれを耐 え忍 ばば，神は汝を高

きに挙げた まわん。か くして，汝あらゆる

敵 に勝 つ ごとを得 ん。」(教 義 と聖約121：

7-8)

主 は同じリバティーの牢獄 で与えられた

啓示の中で予言者に， どの ような悲 しみや

不当な扱 いを受けようとも， それは 「皆汝
よ

に善か らんため，汝 に経験を与 えんための

もの」(教 義 と聖約122：7)で あ ると宣言

されました。

慰 めを与えるために与 えられた啓示はほ

かにもあ ります。 この世 を去 った愛す る人

の訪れを受けた り， その存在 を身近 に感 じ

た りして慰めを受けた人 もいます。夫に先

立たれたある婦人か ら，死んだ夫の霊 を近

くに感 じ，その愛 と関心 を確信 した とい う

話 を聞いたことがあ ります。失業，取引 き，

結婚 のことな どで慰 めを与 えられた人 もい

ます。慰 めを もた らす啓示は，神権 による

祝福 と関連 して与えられることもあ ります。

また，祝福の言葉や，単 にそこか ら感 じる

気持 ちな どを通 して与 えられ る場合 もあり

ます。

慰 めを もた らす啓示の もうひ とつの例 と

して，罪が赦 された とい う確信が挙 げられ

ます。モルモ ン経に出て くるある予言者は，

一日中熱烈な祈 りを捧げた後 で
，次 のよう

な声 を聞いた と書いてい ます。「汝の罪 はす

でに許されたれ ば汝 は祝福 を受 くべ し。」

イノスはさらにこう続 けています。「私の

罪はすでにこれで取 り消されたのである。」

(イ ノス5-6。 教 義 と聖約61：2参 照)

悔 い改めのすべての段階を踏んだ人 に与 え

られるこの約束の言葉は，罪の順いを終 え

た こと， また神が祈 りに耳 を傾 けて下 さっ

た こと，罪が赦 されたことを確信 させて く

れるものです。アルマは罪の赦 しが得 られ

た時の ことを次の ように描写 してい ます。

「私 はもう……再び自分の罪 を思い出して

苦 しむこともなかった。ああ，この時私の

感 じた喜 びと，私が見た驚 くべき光 とはい

かにも大 きかった。……私 は……喜びに満

ちたのである。……その時 に感 じたほどの
はなはだ

甚 し く美 しい喜びが この世 に また とあ ろ

うか。」(ア ルマ36：19-21)

灘

4
慰めを与える啓示ど密接な関

係にあるのが，励ましを与え

る啓示どす。

箋
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繕難1灘
羅灘

6獲 灘 昼難 忌

ニーファイは聖霊の力 について語った偉

大な説教の中で,突 然次の ように語 りまし

た。｢さ て…… これ以上話す ことがで きな
おう

い。 『みたま』が私 に話すな と仰せになる。｣

(IIニ ー ファイ32:7)何 々 をしないよう

に という形 の啓示は,数 多 くあ ります。 こ

の種の啓示は特別な事柄 に関 して啓示や導

きを求 めていたわけで もないの に,不 意 に

与 えられることが よくあ ります。 しか し,

常 日頃神の戒めを守 り,み たまの導 きに従

った生活をしているな らば,こ の力が働 き

かけて,過 ちを犯さないように導いて くれ

るでしょう。

私 はシカゴで副ステーキ部長に召された

直後 に,そ のようなみた まの導きを受 けた

ことがあ ります。最初のステーキ部長会の

時に,ス テーキ部長がある所にステーキ部

ゼンターを建てたい という計画案を出 して

きました。す ぐにその場所は不適 当だ とい

う理由が幾 つか思 い浮 か びま した。私 は

意見を求められた時,そ れ らの理 由を一つ

一つ挙げて
,反 対意見を述べ ました。する

と,ス テーキ部長 は各 自が1週 間 その問題

について祈 り,次 の集 まりの時にもう一度

話 し合いましょうと提案 しました。私はお

ざな りな気持 ちでその問題 について祈 りま

した。 ところが祈 るとす ぐに,自 分は間違

っている,主 のみこころの成就 を妨 げてい

る,反 対意見を取 り消 さなければならない

と強 く感 じるものがあったのです。言 うま

でもな く,私 は自分の気持ちを抑えて,提

案 されていた建築計画に同意する旨を伝 え

ました。ついでに言うと,そ の建築計画が

まさに当を得 たものであったことは,私 の

ような者 にも,後 です ぐに明 らかにな りま

した。.結局私が挙 げた反対理由は近視眼的

な ものであることが分か り,間 もな く自分

の考 えを撤回するようにとの促 しを受 けた

ことを感謝す ることにな りました。

何年か前の こと,私 はブ リガム･ヤ ング

大学の執務室で,自 分のサイ ンを待つばか

りの1枚 の書類 に目を通 していました。 そ

の書類の内容 について,私 は連 日少な くと

も10回 以上は何かをしてきました。私が そ

σ書類にサインをすれば,大 学は必然的 に

私たちが選択 したある一定の事柄 を履行す

るよう求 められることになっていました。

しかし,サ インをしようとした時,非 常に

消極的な思いと不安を感 じ,私 はそれ を保

留事項 とし,も う一度すべてを洗い直すよ
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証する,聖 霊による確認 の啓示です。

何年か前 に十二使徒定員会会員のブルー

ス･R･マ ッ コンキー長老はブリガム･ヤ

ング大学 で,｢自 由意志 と啓示｣と いうテー

マの話 をし,啓 示を求める前 に,ま ず自分

で最善を尽 さなけれ ばならない と強調 しま

した。マ ッコンキー長老 は個人的な体験 を

披露 して くれました。彼が永遠の伴侶 を見つ

けようと思いたった時の話です。彼は初 め

か ら,だ れ と結婚 したらよいか と主に尋ね

たのではあ りません。彼はこう言いました。

｢私 は自分の足で出て行 き
,結 婚 したい と

思う女性 を見付 けました。……彼女 は私が

考えていた結婚相手 のイメージにぴった り

合 ってい ました。……彼女 こそ自分の永遠

の伴侶 になるべき人ではないか と思いまし

た。……それから私が したのは,自 分が出

した結論 に関 して導 きを下さるよう,主 に

祈 ることだけでした。｣(5卿6勉sげ 漉6

Year,1972-73,pp.107,111)

マ ッコンキー長老は自由意志 と霊感のバ

ランスについて次の ように語 り,話 をまと

めてい ます。

｢私 たちは賜
,才 能,知 覚,判 断力,自

由意志など,す でに与 えられている ものを

よく用いるよう期待 されてい ます。……信

仰 をもって主に うかが う前 に,自 分が目標

とするところを達成するために,最 善を尽

.くさなければな りません
。……私たちは自

分の力 を使 って,で きる限 りの ことをする

ように求められています。それから,自 分

が出した答 えが正 しいかどうかの確認 を求

めて,主 に祈 るのです。｣(同上,pp.108,110,

113)

私 は十二使徒会地区代表 として,十 二使

徒や他の教会幹部が,だ れをステーキ部長

に召すか,啓 示 を求める場 に立ち合 う特権

に浴 したことが何度かあ ります。 どの場合

も,手 順 は同じでしたg彼 らは まずそのス

テーキ部内の,副 ステーキ部長や高等評議

員の職 を務めていた人々,ま た監督や,教

会の管理運営 に関 して特別 な経歴を持つ人

人などを面接 し,そ の人々に質問を した り,

考 えを聞いたりします。 この面接を行ない

なが ら,主 の僕 は一人一人 を祈 りの気持ち

をもって見 ていきます。そして最後 に彼の.

結 論を出 し,そ の案 を祈 りの内に,主 に差

し出すのです。 もしその案がみこころに適

うものとして確認される と,召 しが行 なわ

れ ます。 もしその確認が与えられず,決 定

を思いとどまらせる働 きかけがあった場合

は,そ れは見送 られ,新 しい案が出 されて,

確認の啓示が与えられるまで,同 じ手順が

繰 り返されてい きます。

確認の啓示 と,抑 制的な働 きの啓示 は,

密接 に関係 し合っている場合が多 くありま

す。私 はブ リガム･ヤ ング大学 に勤めてい

た時,全 国弁護士連合会の席上で講演 をす

るよう依頼 を受 けた ことがあ ります。 とは

言ってもその種の責任は準備に多 くの 日数

を要 し,私 は大体断わ ることにしてい まし

た。 ところが,責 任 を辞退する旨の手紙 を

書 こうとした時 に,そ れを思いとどまらせ

ようとする何か を感 じたのです。私は しば.

ら く自分が しようとしていることを考 え直

しました。それから,そ の責任を引 き受け

た場合のことを考 えてみました。 そうする

と,み たまの確認が与 えられ,引 き受 ける

べきことを知 らさ.れたのです。

｢一私立大学 と行政｣と 題 したその講演
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を知 っていることでしょう。彼はその声に

従い,30分 後 に襲 ってきた嵐で木が倒れた

時に,家 族 と家畜を救 うことができました。

(seeMatthiasF.Cowley,曜 ヶ∂74

Wbo47蛎 躍s砂 げ 研 ∫L旋 αηゴLαろo駕,

pp.331-32)

私 の祖母 チェステ ィ･オ ルセン･ハ リス

も若い時に同じような体験 をしています。

場所はユタ州のキャッスルデール,家 の近

くの干上が った川底で何人かの子供たちを

遊ばせていた時の ことです。突然彼女 の名

を呼 び,子 供 たちを川底か ら土手 に上 げる

ようにと言 う声が聞 こえて きました。 とて

も天気の良い日で,雨 が降 りそ うな気配な

どはまった くありませんで した。その声に

聞き従 う理由は どこにも見 当た らず,彼 女

は川底 で遊 びを続 けました。 ところがせか

すような声が また聞 こえてきたのです。今

度 ばか りは彼女 もその警告 に従いました。

急いで子供たちを集めると,土 手に駆 け上.

が りました。そうすると,何 キロも離れた

山の突然の豪雨 による水が濁流 となって峡

谷を走 り,子 供たちが遊んでいた場所 をも

のすごい音 をたてなが ら流れて行 きました。

彼女 を駆 り立てたその啓示がなければ,彼
おぽ

女 も子供たちも溺れ死 んで しまっていた こ

とでしょう。

私はマー ビン･ヒ ル教授 と共同で9年 間

にわたって,｢カ ーセージの謀議｣と い う本

の著述 を進 めた ことがあ ります。1845年 に

ジョセブ･ス ミスを死 に追いやった人 々が

行なった裁判を扱 った本です。私たちの手

元 にはその裁判 に関する幾つかの記録があ

りましたが,そ の中には記録者の署名がな

い物 もあ りました。最 も完全な記録に も署

38
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名があ りませんでしたが,そ の出所が教会

歴史事務局 であっ.たこともあり,裁 判の状

況 を記録するために派遣された教会の書記

ジョージ･ワ ッ トが作成した物 と確信 して

いました。 そして,第7草 稿にはそれをジ

ョージ･ワ ッ トの手 に成 る物 と書き,す べ

ての資料をその仮定の もとに分析 していっ

たのです。

作業が終わ り,2,3週 間の内に最終稿

を出版社 に送 ることになりました。土曜 日

の午後,私 は執務室にいた時に,机 の後ろ

のテーブルに内容 を調べないまま積んでお

げた本 とパ ンフレッ トの山をよく見直すよ

うに促 す何 かを感 じました。数十 もあるそ

の資料の一番 下 に,ウ イル フォード･C･

ウ ッ ド記念館の蔵書目録があ りました。1

年 半ほど前 にそれ を著 した ラマー･ベ レッ

ト教授か ら送 られてきていた物です。その

目録の教会歴史関係の箇所に急いで目を通

してい くと,私 たちがジョージ･ワ ッ トの

記録 と考えていた法廷記録を説明 したペー

ジに目が留 まりました。そ こには,ウ イル

フォー ド･C･ウ ッ ドがイ リノイ州でその

原記録 を購入 し,タ イプライターで清書 し

た物 を教会に寄贈 したい きさつなどが書か

れていました。私たちが教会歴史事務局 か

ら得たのが,そ の清書原稿なのです。

私たちはす ぐに,ユ タ州 ウッズクロスの

ウイル フォー ド･C･ウ ッ ド記念館 に行 き,

教 会の公式記録 と考 えていたその資料が実

はある弁護士が作成 した裁判用の準備資料

であることを物語 る追加情報 を得 ることが

で きました。 そして,教 会歴史事務局へ戻

り,初 めてジ ョージ･ワ ッ トが書いた公式

記録を見付けることがで きたのです。 この
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鵬

を受 けるのは大管長だけです。 ステーキ部

に特別な導 きをもた らす啓示 を受けるのは,

ス テーキ部長だけであ り,ワ ー ド部 に関す

る啓示を受けるのは監督だけです。個々の

家庭 にあって,家 族たちのための啓示 を受

けるのは,神 権による指導者 としての父親

です。指導者 は自分の責任の範囲内で啓示

を受 けることができます。そして,私 たち

は皆,自 分 自身の生活を導 く啓示 を受 ける

ことができるのです。それでは,あ る人が

自分の責任範囲外の人に関す る啓示を受け

た と主張してきた場合はどうなるのでしょ

うか。例 えば,あ る教会員が教会全体 を導

くための啓示を受 けた と主張 した り,教 会

の秩序から見 て自分の管理権能の対象外に

ある人々を指導する啓示 を受 けたと主張す

るような場合です。答えは明確です。 その

ような啓示は主か ら与えられた ものではあ

りません。｢にせ電波 もあることを知ってお

く必要がある。｣(ボ イ ド･K･パ ッカー 『祈

りと答 え』｢聖 徒の道｣1980年3月 号,p.29)

サ タ ンは大いなる偽 り者であり,こ れ ら

の偽 りの啓示の中には,サ タンから与 えら

れた もの もあ ります。他の ものについて も

おおよその見当はつきます。

責任範囲を越 えた事柄 に関する啓示なら,

それは主から与 えられたものではなく,何

の拘束力 もあ りません。｢私はあなたが私の

永遠の伴侶 になるとい う啓示 を受 けました。

ですか ら,あ なたは私 と結婚 しなければな

りません｣と いうようなことを言 う男性が

いることをよく耳にします。 もしそれが真

実の啓示なら,相 手の女性が本当に知 りた

いと思 った時に,直 接啓示による確認 を与

えられ るはずです。ですか ら,前 述のよう

な啓示 に気 を留 める必要はあ りません。女

性 も自分 自身で導 きを求 め,決 定を下すべ

きなのです。 また,男 性側 も自分の とるべ

き行動 について導 きを求 め,啓 示を受ける

ことはで きますが,女 性 に指示するための

啓示を受けることな どはで きません。自分

の管理権外の ことなのです。

啓示を求 めて も,与 えられない場合が あ

ります。 これについては どう考 えたらよい

ので しょうか。

求めたからと言 って,必 ず霊感や啓示が

与 えられ るとは限 りません。啓示が与えら

れるまで待たなければな らない時 もありま

すし,自 分自身の判断力を用いなければな

らない時 もあ ります。霊的な ものを力ず く

で もぎ取 ることはで きません。 当然 と言 え

ば当然の ことです。 もし天父が重要 な事柄

も含めて,す べての ことについて私 たちに

指示 を与 えられるな ら,経 験を積み,信 仰

を強めてい くという人生の目的は空 しい も

の となって しまいます。私たちは自ら決定

し,自 立心 と信仰 を養 うために,そ の結果

を受 け止 めていかなければな らないのです。

非常に重要だ と思える事柄について,答

えが与えられない時がよ くあります。 しか

し,祈 りが聞かれていない というわけでは

あ りません。何 らかの理由でその問題につ

いては,啓 示の導きを受けずに自分自身で

結論 を出さなければならない ということな
し

のです。 それ はおそらく,選 択肢の どち ら

を取 っても可,あ るいは不可 とされるもの

だか らなのではないで しょうか。正 しいか間

違いか とい う,二 者択一的な単純な公式で

すべての問題 を割 り切 ることはで きません。

想定 したふたつの選択肢のどちらも正 しい,
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あるいは どち らも正 し くないという場合が

多 くあ ります。ですから，自分に悪をなし

た人 に仕返 しをす るために，ふたつの方法

の内 どちらを取るべ きかな どと考 えて導 き

を求めて も，啓示 は与えられないのです。

将来，より望 ましい解決方法が出て くるこ

とが考えられる事柄 について，二者択一的

な考 え方で導きを求めて も，やは り啓示は

与 えられません。求 める必要がないか らで

す。私は妻 と共 に，あるひ とつの事柄 につ

いて熱心 に導 きを祈 り求めました。私たち

にとって， それはとて も重要な ことのよう

に思えました。 ところが答えは与 えられず，

私たちは自分たちの最善 を尽 くす しか手だ

てがあ りませんでした。私たちは どうして

主が答 えを下 さらないのか，理解 できませ

んで した。 しか し間もな くその理由が分か

りました。ひ とつの出来事があって，私た

ちは別に結論 を下 さな くてもよい ようにな

ったのです。主 は， どれを選んで も変わ り

がない事柄 については，導 きを与 えられ ま

せん。

どちらを選んで も主 に受 け入れられるよ

うな選択について導 きを求めて も，答 えは

与 えられ ません。つ まり， どちらの道を選

んで も，良い働 きがで きるということもあ

るのです。つまりどちらも問違 っていない

のです。同様 に，あまりささいな事柄 につ

いても，主のみた まによる啓示 は与えられ

ません。 ある若い姉妹が証会で夫の霊性を

たたえるのを聞いた ことが あります。彼は

何事 について も主に尋ね求 めるとい うので

す。彼 は妻の買い物について行 くと，野菜

のかん詰めひとつ選ぶにしても，どのメー

聖徒の道/1983年12月 号

●啓示

カーの物がよいかを主に祈 り尋ねました。

でも，それが正 しい方法なので しょうか。

主 はこの程度の ことについては，すでに与

え られている知識 や体験 を用 いるように望

んでお られ るのです。予言者 ジョセフ ・ス

ミスはある会員か ら何かのことで助言を求

め られた時 に，「神に尋ね，神のみ もとに行

くのは素晴 らしいことである。 しかし，さ
おそ

さいなことで主にうかがいをたてるのは畏

れ 多 い こ とで あ る。」(π 観oη げ 孟勉

Chzゼz6h，1：339)

もち ろん，私たちは何がささいなことか

をいつでも判断で きるとは限 りません。 も

しささいな事柄な ら， 自分 自身の判断力を

用 いていかなければな りません。何 らかの

理由で，事の重大 さが分か らない とい う問

題 もあ ります。私が受 けた話の依頼 はその

例 です。また，ふたつのかん詰 めの内 どち

らかに毒が入っていて，そのひ とつを選ぶ

とい うような場合 にも言えます。 そういう

場合は，主が導 きを与 えて下 さいます。事

の重大性が明 らかになっているいないにか

かわ らず，生活に重大な影響 を及 ぼす選択

の機会が訪れた場合，みた まの勧 めに従い，

導きを求 めている人 には， 目的 を達成 する

のに必要な導 きが必ず与 えられ ます。私た

ちが永遠 の幸福 に大きな影響を及ぼす選択

を迫 られた時，主は必ず導きの手を差 し伸

べて下 さるのです。

*オ ークス兄弟はブリガム ・ヤ ング大学前

学長。現在 はユタ州最高裁判所判事を務め

てい る。
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一 照

驚

ま

　
擢

す。でも,い つまでたってもこわれ

たりくさったりしない,す てきなプ

レゼン トがあることをしっています
すこ かんが くだ

か。少し者えてみて下さい。
てん とう

天のお父さまとイエス･キ リスト
とき

は,ど んな時でもあなたをあいして

います。
とう かあ

あなたのお父さんやお{丑さん,そ
きようだい

れに兄弟も,あ なたをあいし,ま い

にぢあなたのためにいろいろなこと
しん ぱい

をし,心 配 して くれます。
せん せい ただ

先生たちは正しいことをしなさい
おし

と教えてくれます。
わる とき ほん とう

悪いことをした時でも,本 当にく
かみ

いあらためれば,神 さまはゆるして

くれます。
き かみ い

やる気があれば,神 さまの言った
まも べん きよう

ことを守ったり,勉 強していろいろ
からだ つよ

なことをおぼえたり,体 を強くする

こともできます。
ひと たす たの き も

ほかの人を助けて,楽 しい気持ち

になることもできます。
ひと しんばい

たくさんの人があなたが心配ごと

を痔たないで,i姜峯に寺られ,し っ

ぱいをしないようにといのっていま

す。
いま

こういうプレゼントは今だけでな
こころ

く,い つまでも心のなかにしまって

おけます。
ひと

ほかの人にもっとやさしくし,な

にかをされてもゆるしてあげるよう
ひと せんせい

にしましょう。うちの人や先生,そ

れにあなたのためにいろいろのこと
ひと き

をしてくれる人たちにかんしゃの気
も

持ちをつたえるには,ど うしたらよ

いでしょうか。あなたがだれかによ
ひと

いことをすると,そ の人もまたべつ
ひと ひと

の入にしんせつにし,た くさんの人
き も たい

がよい気持ちになれます。とくに大
せつ

切なのは,よ くおいのりをし,い つ
ひと

もえがおをわすれず,ほ かの人がど
たた

んなことをしても,じ ぶんは正しい

ことをすることです。
わたし

･私たちはみなさんをあいしていま

うえ かみ

す。みなさんの上に神さまのしゅく
たの

ふくがあり,楽 しいクリスマスをお

くることができるようにおいのりし

ます。
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かみ き し

神さまに聞きとどけられることを知
たし

って いたのです。そ して確 かに,そ
よちる なに お

の夜 は何も起 こりませ ん一こした。
ちい とき あ

小さ い時 にジョセブ･ス ミスと会
はな ひと

った リ,話 した ことのある人たちの
こと ば よ

言葉を読んでみま しょう。

よ

予 舗 ジ。セブ.スミスは絃た
いえ わたし

ちのとな りの家 にいま した 。私 たち
す ほん どお

が住 んでいたの は,本 通 リとパー レ
どお で あ ところ よ げん しゃ いえ

一通 りが出合 う所 で ,予 言者の家の
よ げん しゃ みじか じ かん

とな りで した。予言者は短い時間で
わたし いえ き

したが,よ く私 たちの家 に来 ま した 。
ひ あに かっ こう

ある 日,兄 のウ:オー レス と学校 に
い まえ ひ

行くとちゅうの ことで した 。前の 日
あめ ふ みち

に雨 が降って,道 が とてもぬかるん

でいました。ジョセブの豪の箭 は蒋
わたし あに

にひ どいぬかるみで した。私 と兄は
あし と まえ うし

ぬかるみに足を取 られ,前 にも後ろ
すす

にも進 めな くなって しまいま した。
こ ども な

そ して子供 で したか ら,と う とう泣
た かお あ

き出 して しまったのです。顔 を上 げ
こ ども`と もだち

ると,子 供たちのす ばら しい友達,
よ げん しゃ わたし

予言者 ジョセブ･ス ミス が私 たちの
ほう く み よ げん しや

方へ来るのが見えました。予言者は
わたし たか

す ぐに私 たち を,も っと高 くてかわ
はこ

いたと ころに運 んて くれ ま した。そ
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わたし

れから,か がんで私たちのどうだら
と

けの くつから どうを取 り,ハ ンカチ
だ

を出 してなみ だをふ いて くれ ま した。
よ げん しゃ わたし こと ば

予言者 は私たち にやさ冒しい言葉をか
げん き だ がっこう い

けて,元 気を 出 して学校 へ行くよう
い わたし あに

にと言 いま した。どう して私 と兄が,
あい

ジョセブを愛 しているか,わ か って
おも

いただ けると思 います 。

辮 も複に,紅は笑から撤 醗
はなし き きょうたい

の話を聞きま した 。ジョセブ兄弟が
おっと いえ き ははおや マ

夫の家 に来て,そ の母親 に,ふ た手
か い

のひと りを貸 して ほしいと言ったそ
とき よ げん しゃ つま

うです。その時,予 言者の妻の エマ
う こ ども

は生 まれた ばか りの子供 をな く し,
かな

とても悲 しんて いま した 。それで,
よ げん しゃ あさ あか

予言者は朝になるとひとりの赤ちゃ
つ い よる かえ

んを連れて行さ=,夜 になると返 しに

さ=ました。
よ じ かん

ところかある夜,い つもの時間 に
あか かえ き

な っても赤ち ゃんを返 しに来 ません。
ははおや いったい

母親 は一体 どう したのか と,よ うす
み い

を見 に行 きま した。す る と,だ んろ
あか だ

の そばで,赤 ちゃんを抱 いて いるす
み よ げん しゃ あか

がたが見えました。予言者は赤ちゃ
うた うた

ん にきぬのキル トをか けて,歌 を歌

いながら,ね か しつ けよう と してい

たのです 。

マーガ レッ ト･M･バ ージェス
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たいよう ひかワ はんしや

崩 やつららに,太 陽の光が反射
ヨ して,ま ぶし～繊 て いまし
やま か じ かん し とう うえ み

た。山火事の監視塔の上から見える
ゆき しろ やまなみ

のは,雪 をかぶった白い山並だけで

す。
おとうと

リブが弟のアイパーに,｢こ こにい
わたし

ると,ノ ルウエーに私たちふたりし
き も

かいないみたいな気持ちになるわ
い

ね｣と 言い ました。
すご ふ あん

するとアイパーが少し不安そうな
かお こた ほんとう

顔をして答えました。｢本当だね。で

もパパとママはもうすぐホーンフジ
かえ く

エルから帰って来るよ。ぼくたちも,
かえ

もう帰 ろうよ。｣
さい

アイパーはまだ6歳 です。リブも

さいしよ とお おとうと つ

最初はこんなに遠くまで弟を連れて
'
とお

くるつもりはなかったのですが,遠
み かん し とう

くに見えた監視塔にのぼってみたく
とお き

て,つ いつい遠くまで来てしまいま

したQ
りょうしん いっ しょ

リブとアイパーは両 親と一緒に
ちか やま ご や き きゅう す

その近くの山小屋に来て,休 かを過
りようしん すご あいだで

こしていました。両 親が少しの間出
あいだ

かけることになり,そ の間ふたりで
たの

スキーを楽しんでいたのです。リブ
あさ かあ ちか

はその朝,田 さんから,｢こ の近くに

はだれもいないから,あ なたはアイ
めん み

バーのことも面どうを見ないといけ
さい

ないのよ。/2歳 なんだから,そ れ く
い

らいはできるわね｣と 言われていま
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ー
ちか みずうみ み

の近くにあった湖が見えるかもしれ
い うし む

ないわ｣と 言いながら後ろを向くと,
つか

アイパーは疲れたようすでまだすっ
ところ

とおくれた所にいました。
お っ

アイパーはようやくリブに追い付
な たか ところ

くと,泣 きながら,｢あ んな高い所ま
い

で行けないよ。くたびれぢゃったよ｣
い

と言いま した。
くら たいへん うえ

｢で も暗くなったら大変よ
。上に

つ

着いたらチョコレー トあげるから,
じ ぶん き も

がんばって。｣リブは自分の気持ちを
い

しずめるように言いました。
ちょうじよう こ や み おも

頂 上からなら小屋が見えると思

っていたのに,,いざついてみると,
つづ しろ やま

どこまでもどこまでも続く白い山し
み

か見えませんでした。
はんぶん わ

リブはチョコレートを半分に割っ
お とうと

て弟にやると,も うひとつはボケッ
あと ひつよう

トにしまいました。後で必要になる
し おも

かも知れないと思ったからです。
ひ しず さむ

だんだん日が沈んで,寒 さがひど
からだ うご

くなってきます。体を動かしていれ
さむ かん

ば,寒 さは感 じませ んが,ア イパー
だい ぶ かぜ

は大分つかれているようです。風も
で お

出てきたので,リ ブはそこを降りる

ことにしました。
ぜったい な じ ぶん い

リブは絶対に泣くまいと自分に言
き ころ

い聞かせながら,ア イパーが転ぶた
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お

びに起こしてやり,ス キーをはかせ
なお

直 しました。
やま した つ ころ

ようやく山の下に着いた頃には,
だい ぶ くら ゆき

大分暗くなり,雪 もちらついていま
ぐさ お ば

した。そこには,ほ し草置き場があ
や ね はしら

りましたが,屋 根と柱だけで,と て
さむ

も寒さはしのげそうにもありません

でした。
からだ とき

アイパーは体をふるわせながら時
どき こえ

時しゃくり声をあげるだけです。ま
ちい

るで小さなねずみのようで した。

｢そ うだ
,ね ずみよ,ね す み。｣リ

きゆう おお こえ だ

ブが急に大きな声を出したので,ア

イパーはびっくりしました。
い え つ く

｢アイパー,ね すみの家を作るか
て つだ い はや

ら手伝って。｣そう言うが早 いか,リ
ゆき おも はんぶんゆき なか

ブは雪の重みで半分雪の中にうまっ
き えだ した あな はじ

ている木の枝の下に穴 をほり始め
ゆき えだ

ました。雪をかぶったその枝がちょ
あな や ね

うど穴の屋根のようになりました6
ち

｢ア イパ ー,そ こに散 らか ってる
ぐさ も き

ほし草を持って来て。｣そしてリブは
おとうと はこ ぐさ あな なか

弟 が運んできたほし草を穴の中に
い

入れ ま した。｢さ あ これでいいわ。こ
す なか はい

の巣の中に入るのよ,ね ずみみたい

に。｣
み

アイパーとリブは身をくねらせな
あし さき あな なか はい

がら,足 から先に穴の中に入ってい
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日本文化の研究に
一石を投じる

帰還宜教師たち

團
かな人格の香 りと霊的な もの とを持

って訪れ る若い宣教師たちの多 くは,

何 の前ぶれ もな く求道者の前か ら姿を消す。

転任 してい くのだ。その時,求 道者はふい

に胸の痛みを感 じる。心か ら彼 らを慕い,

彼 らが確かに主のみ使 いであったというこ

とをはっきりと知 るのである。改宗者 にと

っても,改 宗の機会を逸 した人 にとって も,

若 い宣教師から受 けた印象は終生,心 から

消え去 ることのない刻印を残す。まさに｢一

崩一套｣を 深 く感 じさせるものがある。

そうした多 くの宣教師たちの何人かは,

まるで偶然か奇跡のように,10年20年 後 の

今,私 たちの前に姿を現わす。彼 らは伝道

期間中に触れた日本の文化,宗 教,政 治,

経 済,学 術 に深い関心 を持ち,人 間 として

も霊的にもさらに成熟 している。 そして,

彼 らはそれらの研究 を生涯の仕事 としても

う一度 日本 に戻 って来 るのである。

私たちの身近 な関西でも,中 江藤樹研究

のマーク･リ ドル兄弟,上 田萩晟研究のモ
かものちようめい

一ガ ン･ヤ ング博士
,鴨 長 明の歌論研究の

ロジャー･ト マス兄弟,熱 学研究のクイン･

｢上 田秋 成 を しの ぶ会｣

で 講演 したモ ー ガ ン･

ヤ ン グ博 十 一京都一

国
る10月10日,京 都市左京区南禅寺の

隣にある西福寺で行なわれた｢上 田

秋成 をしのぶ会｣(秋 成研究会主催)で は,

モ ーガ ン･ヤ ング博士が招かれ,｢秋 成 と私｣

という演題で講演 した。60数 名 の出席者の

多 くは秋成研究の第一線の学者や愛好家た

ちであ り,教 会員 も何人か集 った。

ヤング博士 は日本の怪談小説中,最 も芸

術性の高い もの とされ る上田秋成(1734一
う

1809,江 戸時代の国学者,小 説家)の｢雨
げつ はるさめ

月物語｣｢春 雨物語｣か ら,人 間の守らねば

ならぬ心がまえや,愛 情 の大切 さを説いて

宝石のような輝 きをみせ る秋成の文学を通

して,秋 成の人柄 や人生観を一時間半にわ

たって熱っぽ く語 った。

ヤング兄弟 はかな り多 くの原文 を次々 と

読み上げ,こ とに,世 間か らよく理解 され
おにおに

ず｢鬼 々しき物狂い｣と いわれた夫秋成を

いたわる妻たまの愛情あふれる日記に触れ

て,秋 成の人生哲学を掘り下げていった。

その後の質疑応答の時間では,ヤ ング兄

弟の印象的な研究のひとつが紹介された。
一乗寺村の源太騒動に取材した上田秋成と

建部綾足の作品の翻訳と研究である。それ

1さ江戸時代末期に起きた事件で,渡 部源太

が妹八重と共にいいなずけである本家の渡

部右内の父団治を訪ねゲ玄関先で八重の首
さん ほ う

をはね三方 にのせ られて,初 めて本家の玄

関 に入 ることがで きたのである。芝居が上

演 された南座は大入満員 とな り,一 乗寺村

の人々は1カ 月間 も村を挙 げて観劇 に通 っ
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海線翔薩幾 窮蓉鶏

｢主は実 に生 きたもう｣

難難
　 モが

辮鴨

薮 論
モーガン･ヤ ング博士

囹
か ら21年 前の昭和37年6月 に北部極

東伝道部の専任宣教師に召され,19

歳 で初 めて日本の地 を踏み ました。東京の

伝道本部に着いて間もな く,当 時の伝道部

長であったアン ドラス長老から面接 を受け

ましたが,そ の時に次のように問われ ました。

｢ヤ ング長老
,あ なたは何の疑 いもなし

にこの教会が真実であると証で きますか。｣

｢教会が真実である と深 く信 じています

が,疑 いは全然ないとはまだ言えません。｣

｢正直 に答 えたことはあ りがたいですが
,

あ なたはただ 『教会は真実であると思 う』

としか言えないか ぎり,宣 教師,つ まりイ

エス･キ リス トの証人 としてそれほど価値

がある とは言 えません。｣

そ のようにアン ドラス伝道部長 から強い

調子で言われた私は,こ の勧告 を自らに課

せ られた最初 のチ ャレンジと考え,ま ず は

証を強めようと発奮 しました。やがて望ん

でいた証 を得 ることができましたが,決 し

て劇的な経験 によってではあ りませんで し

54

た。普通に言われるように聖典の学習や,

断食 と祈 りによって,今 まで漠然 と抱いて

いた福音 に対 する疑問は知 らない内に氷解

していたのでした。その時に得た静かな証

は今 日まで続 いています。

ジ ョセブ･ス ミスとシ ドニー･リ グ ドン

は,示 現の内にイエス･キ リス トと交わっ

た後で,次 のように証 してい ます。｢さ て,

この子羊に醗きて煮されたる様々な証の塞
く

句,わ れ らの為す最後の証はすなわち 『主
これ

は実に生 きた もう』こと是な り。｣(教 義 と

聖約76:22)こ れ よりも優れた言い方を知

らないので私 もこの言葉 を借 りて これまで

証 を述べてきました。

私は日本 に召 されたその 日か ら,言 葉な

ど少しも分か らなかったにもかかわ らず私

と日本 との何 か特別なつなが りを感 じまし

た。なぜか と聞かれて も説明できないので

すが,何 とな く縁があった としか言いよう

があ りません。

この ことから私 は一生,日 本 と関係のあ

る仕事をしようと決心 しました。その結果,

私 の人生は楽だった とは言 えませんが,様

様 な面白い経験 をしてきました。

25歳 で旭川支部(現 在の札幌ステーキ部

旭川ワー ド部)の 長瀬美津子姉妹 と結婚 し

てか らの15年 間,研 究や仕事の関係で3力

国,7つ の都市,13軒 の アパー トや家 に移

り住 みました。 また現在所属 している京都

ワー ド部 は9つ 目のワー ド部です。 どこへ

行っても福音 は同じであ り,神 様の豊かな

祝棉が変わ らずにあることを妻 といつ も感

謝 しています。(カナダの ビク トリア大学教

授。文学博士。現在,同 志社大学に客員教

授 として招かれ,来 年3月 まで1年 間教鞭

を執る)



55告9ZI≡皇享ε861/稟(ρヨ;}置

().ミ421蝿｣一乙rl1囲)｢呈呈昇率

日｣圏⑦蝿葦巾毒(阜)●｢i}鄭へ∩(∋;臼互｣4r[r終一τミ～島::Pコ国畢ヨー乙工≦松(葦:章禽)●

墾黛
ぎ

(=鞭藷士:曽垂身

差巻2R(遽孝一姜×[｢囲)。9アつユR2管

籔}つマ耳くへ喜2ウ中⑦{レ⑦Y-Y一`宰偲と

箆曾算撃94味9･字穿妾4峯`ρ量(∂耳}象

令撃鱈¥(∂斑一4書彦}つ更縁喜｢R((∂2
。4つ峯

α身(}ぞ尋謝qマ99味}G[彰}てへ(二24等

罐).つ射蹉毎蒙箪`(潔i凝母剥隠⑦R卑恥溺

[η章恥劉甲4率。4つ峯量ユ蝉マ2管困

濠蜜葦`劔駈母車霧⑦寸孤ゴτ⊇頓駐卵目

⑦鍬県`).6禦鰹宙智4つ劉嚢}G漁2暉

一鰹q孤丁τ母21(汐4⑦峯霧⑦回･←`鰹4

つ準2留}つ2昌王翻幽母(ニセ(∂｢夏{男｣

｢羽喜｣｢騨膿｣｢斑一｣準1瀞『勘(⑦謡⑦2

04つ累!穿9尋

身(}一髪委一ふ/×･く涯`算馨劉…蘇§4尊6Q

:f2頓…(o傷4獅鱗`謁46(客認(り膨｢})二

〇4つ峯皐臣濠目⑦～γY受穿鯉`穿撃乎調

評ヨ尋一ム4乙寸一∠`稟量`圓灘影`重

倉`章圭(∂…瑳目曾甲2を曹ミラ`判⊇1脅等些醤

`隼一吸qン醸(牢尋身鰹峯髪ユ添一姜×

。4つ準

算皐塞珊鰹鴉‡駆字葺⑦営ミラ(P恥暑3尋撃

瞬∠∠9鳶冒n磯翠ゆ蝦⑦峯髪Y剛`4準
。4つ峯iきi黙字峯寡qつ(ラ皇日峯毒4

一ごτ詳〆ソ宴6畿尋房丁魅R舅鋤(04!森ゴ

τ§靴昆τ陪`2身｢導¥饗｣⑦腿｣一ム

士*`｢嬰昇率日｣陣⑦盟葦甲叡･き｢遡くへつ

9劉一昏｣4r4る一τミ曾f2甥呆d一乙工～癬
。4つ峯つ嘔毒

§偽保葦⑦GgR盟｣一ム(P

C9(汐割畢孝一姜×[1図翠1弘躯⑦峯寡弱国

。4つ峯くへ蛍銘

2γY(00考号00Z2ウΣ保｣一ム甲囲4G障R

暫号`筥撃副Ψ轟射)到暴ギー嬰Yr口圏副軍

翌饗鷺獄鷺磧回

ニロ犀響μ200己21峯寡

耳｢》▽⊆(力翻毫舅[=｢彫一

尚口体麗十一壬zm團

麟
蒙
。.蕪

…馨攣澱



1講灘縫熱蒙蒙1一 轟叢酸繊翻灘 舗:簸

ド脚
彗

≧

彗

彗

塞

彗

彗

彗

霧

≧

彗

彗

彗

彗

書

彗

書

書

彗

彗

書

彗

彗

彗

彗

≧

≧

雪

≧

霧

彗

わたぼうしコンサート全国大会了

文部大臣奨励賞を受賞した

比嘉誠伸兄弟()

脚 脚 脚 脚W脚 臨矧脚 脚｢ ….…
･

署

§

遇{
サ
838『

%

'

∠

凹■
國

｣ノ

冨
=

.師㎞

龍
雑
。鴛
聴

覚
障
害

の
比

身
障
者
と
健
常
者
が
と
も
に
手
を
携
え
､.福
祉

の
大
き
な
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
ー
と
昭
和
五
+
四

年
か
ら
始
ま
った
｢街
つ
く
リ
コ
ン
サ
エ
ト
お
お

き
な
わ
｣
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
歌
が
､
三
十
一日
､.

奈
艮
県
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
第
八
回
全

国
わ
た
ぼ
う
し
音
楽
祭

(王
催
･
奈
良
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
､
日
本
胃
年
駆
仕
協
会
)
で
見
事
入
賞
。
文

部
大
臣
奨
励
寅
･審
査
委
員
会
賞
を
獲
得
し
､｢お

お
き
な
わ
｣
実
行
委
員
会
､
沖
社
協
関
係
者
ら
は

｢地
道
な
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
続
け
て
き
た
成
果
｣

と
冨
ん
で
い
る
。

入
賞
し
た
の
は
､
聴
覚
騨
害
者

}比
嘉
誠
伸
さ
ん
(一一〇)11
読
谷
村

擁
一三
三
一｢一三
三
一　
塁
.

｢≡　　羅
｢

難詞作
｣一　一

楚
辺
二
〇
五
ニ
ーー
が
作
詞
し
､
金

城
朗
美
さ
ん
(二一一)腫
北
中
城
村
蜜

谷
屋
二
一八
11
が
曲
を
つ
け
た

｢僕
と
唇
葉
｣
と
船
つ欧
。

僕
の
愛
す
る
人
に

僕
の
霞
葉
を
聞
い
て
欲
し
い
…

一

ん

ア

さ伸認嘉比

声
に
な
ら
な
い
僕
の
言
葉
を
…

と
続
く
比
嘉
さ
ん
の
詩
を
､
審

査
委
員
ら
も
｢飾
り
気
の
な
い
詩
。

あ
り
の
ま
ま
の
心
を
つ
づ
っ
た
姿

勢
が
素
晴
ら
し
い
｣
と
絶
賛
g
作

飼
の
部
四
百
七
十
五
点
､
作
詞
･

作
曲
の
部
二
百
三
点
､
計
四
百
七

十
八
点
の
全
国
応
募
の
中
か
ら
､

見
事
､
入
選
八
作
品
の
｢つ
と
し

て
文
部
大
臣
奨
励
賞
･
審
査
委
員

会
賞
が
贈
髭

た
。

わ
た
ぼ
う
し
音
楽
祭
に
県
内
か

丼｢{帽

電
茎

塞

薯

塞

薯

薯

遷

匿

蓬

蓬

遷

雲

沖縄那覇ステーキ部

沖縄支部

冒め 一.=;

､一･･...函一一.一一一一､､一_､､､､』』.､繭､､.一_.､....

僕とロ葉を

僕の愛する人に

僕の言葉を聞いて欲しい

難累 欝 翻羅 購lll
声にならない 僕の言葉を

愛する人に 愛する人に1

僕の言葉を聞いて欲しい

僕の愛する人よ

貴女の言葉を聞かせて欲しい

きれいな貴女の 言葉を話して

僕に 僕に 聞かせてほしい

聞こえない 貴方の言葉を

･{聞こえない 貴女の言葉を
愛する人よ 愛する人よ

貴女の言葉を聞かせて欲しい

xRif

愛する人よ 愛する人よ .

貴方の言葉を聞かせてほしい

愛する人よ 愛する人よ

貴女の言葉を聞かせて欲しい

薯

暮

≦

茎

茎

繧

茎

茎

蓬

茎

蓬

匿

蓬

蓬

獲
…

.茎
匿…
T,ー

嘉

さ
ん

ら
参
加
す
る
の
は
昨
年
か
ら
､
二

回
目
だ
が
､
昨
年
の
出
品
作
｢と

ん
だ

と
ん
だ
｣〔胴
。
下
地
敏
雄

さ
ん
､.曲

･江
間
隆
さ
ん
)
も
文
･

部
大
臣
奨
励
賞
･N
H
K
賞
を
受

賞
し
て
い
る
ゆ副二
年
連
毯

て
の

快
挙
に
｢お
お
き
な
わ
｣
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
世
話
を
み
て
い
る
沖

社
協
の
山
内
良
幸
さ
ん
は
｢金
国

か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
る
中
で

…
｣と
ビ
ッ
ク
リ
。｢お
お
き
な
わ
｣

実
行
委
員
長
の
屋
艮
朝
男
さ
ん
は
…

｢ぼ
く
ら
が
五
年
間
コ
ツ
コ
ツ
や

っ
て
来
た
こ
と
の
成
果
。
二
人
の

心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
で
い
る
の
が

一
は
､
金
城
さ
ん
ら
と
別
れ
て
　足

早
く
二
日
帰
沖
し
た
が
､｢ま
る
で

夢
を
見
て
い
る
よ
う
だ
った
。
賞

囎
が
次
々
と
決
ま
って
い
く
中
､
手

ぶ
ら
で
帰
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
.

た
と
こ
ろ
-
最
後
に
名
前
を
呼
ば

れ
で
馨

ぞ

准

之
嘉

し
さ

ー

鰐.f

評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
｣
と
受

賞
を
喜
ん
で
い
る
。

応
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
一
.

緒
に
大
会
に
参
加
し
た
比
嘉
さ
ん

報新球琉
付5885

を
隠
せ
な
い
。
二
十
五
歳
O
ろ
伽
.

ら
作
詞
を
始
め
た
比
嘉
さ
ん
は
､

こ
れ
ま
で
五
十
を
超
え
る
作
晶
を

作
って
き
た
が
全
国
ク
ラ
ス
で
の

賞
は
切
め
て
。｢こ
の
歌
は
､耳
が

遠
い
こ
と
の
辛
さ
､
苦
し
さ
を
健

康
な
人
に
分
か
って
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
書
き
ま
し
た
。
艮
い
曲

を
つ
け
て
も
ら
った
と
思
っ
て
い

ま
す
｣
と
金
城
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
た
。

証の弟兄嘉

音福たし癒をき渇の心

比

･
●

し

唱茎

薯

薯

茎

薯

暮

≦

茎

茎

繧

茎

茎

蓬

茎

君

1叢
翻1
II黙

鑓

茎
｢

;場 湿

凹一
國

隙
Ji'YI

r

ゴ垂i-.κ

藝
s

』_面 面__._____面n_佛7.儲 恥。罐

囮
日わたぼうしコンサー ト(障 害者 と

ボランティアで構成 された全国音楽

1祭)全 国大会にて文部大膜 励賞をし｣ただ
くことができ感謝の念で一杯です。.

56



L5{皇卜Eゴ｢乙1=圭ジε861/翼【(0ヨ匡レ篭

。`》壬くζ率⑦蝿準*謁》(ン障

壬と母[}解呈卑∩?《〕'中毫呈呈軽Y雌}弱!脈(さ･ミ≧

聯晟`)一｢團》呈｣▽一宰Y柔整垂｢【告鉢●

:f⑦詳}士ユ曾翠。卓}豚ハ}(う幽(}目`つ母

緬和2侭¢i劉翠惇4Y髪嘩3。,昏↓9:f⑦･字

暫へ}G率耳r評健蟹⑦麹判ユ2老。4つ峯

コ濃鑑3畢鼻(鷺靭晶匡]

(王拝夏!男螺葦睡

中さ`騨0εツつ､外昇･4ρ)。≠累つ聖豪マ

2?禦こL》罐⑦話章銘等罐斗×6ギ･×て

ン諺竈日辛`窟9辞).皐耳誌字i魁申叔侭字班
04つ寧!確9勲聰2々灘由孝(}(ン

(へ

`鰹4つ率く偏綿21甥響尋ン鄭週履4蓄壷濠

星厨ヲ}つ当塗21具豊。#詠(り!Σ誰量濠蟹騰

⑦響由尋).(へσ2騙盛耳¥⑦弼く7。4つ翠

q雰⊥⊃.q彙豪裂味(二･悌クi魁申幸ユ峯算2

。4つ

季勲穏母ムY.ζ≠y⊃1謁目4)藻(汐妾}n蒼

尋･<×!な4`(圏i診母昌裂KρR曾喫}差章§字

等瑳⑦2`判獲4勲蒼母麗劉くへi繋2{鯉⑦勒

蝉号巨晋4ηミと星呈。4∩峯∩B4彰2ウ弓;¥螺隼

恥⑦際ω糞2鐸季曾鍵(孝鍵`判獲4(ン射母

⊇輸睡2哩呈⑦尊珊`ユ⑦4つユ認轟日峯身{〕'

晦蝉)ア遡際21【へ室。4つ季(へ等叩3戻2にl

Rq4(阪ぴ黙字R24G等[劉G着2彰鯛羊1

獲4てヘユつ濠雪鵜2旧弱`日?禦身〆ソ妾
。4つ峯皐;甥

蝉臼#2瞭21喜γ身母R2⑦琴罐>9週つ
`(潔44G畔身判↓琴罐身9f4qユq腓

21つ'⑦牲判ミチ罐(o妾つ畔つ。4つ季o黙字

?24仲享用2々等獲⑦〉翼`つ用【う量濠⑦

4q}/律【¢暴評22(汐昇円×nギ曾要母罫

事[b爆　尋畔鳶認辞3□当萎i>…鉾[b}身`コ中⑦

宰評(!i窪2{1唄鷺`罪腱(ラ･¢え24つぞ?
04つユQ･¢勲曾吾皐穿響4累#軍

曇･り'(o牲尋(圏(1季誉`o鮮黙ぴ勲認渕尊q

母勲旱鐸蓄21(汐4⑦塁鍵⑦3尋広v〃･き興
。4つ峯q2/yマ瞥量}軍21i影¥k(∂量智`判

q留!Σ諏M`§字4つ寧o霧ユ1喀率量寧に畑

暴認翠捏昂(汐獲Q4つ峯α尋219ア曾}質

母〔y〃。堅4Gくぴ尋⑦R2峰凋黛ユつY

矧判払率?4当迎2ウ弓礁。乖季Q喫〉多鰹

ン目受ゑ算難誉阜コウ湯圏晶Y).G鯨R髪語

･<v蝉22⑦妾`誰冬ユ21慰』｣§ぴ/(ε4一

.4ごミ〔⑦2Y`2々(汐4q翼鰹宜`罪1獲

。4つ軍雰是母袈(ρフ2
.(圏要阜

鼻射当⑦解劉(ρ》/ソ雲尋》⑦4磁一呑星呈圭

⑦窟移吸q}つ謁聾}つ蟹濠星呈圭`つ嬰2{

鐸(}摩魯耳⑦Y(臓ン》2隔>4G季`:γ率
。;¥つ季冬是3穿射蚤⑦ぞ9鉢9咳}G･ぴ9

212γY辱粥剥･濠雲つ呈`撃去⑦究2q蓮縛
きじ

宜`ユ(汐乖弘吸曾q}Ω量母撃日ヨ阜玄(へ藻

鰹宜画臼`判困運4(曝濠｢i莚星マ副｣

蓬織鞠負簿趨蒙ぞご三墜∵紅覧』殻隊罷



冨
鰍氾 カル讐一鷲凝 懲 薦凝1籔菰畿 凝 熱 ξ

うに僕 らを見ているうつろな瞳があ りまし

た。

僕 らが訪問 した所は,若 久園 という特別

養護老人ホームで,高 齢の寝た きり老人 を

含む約150人 のお年寄 りがいます。

まるで自分の孫が来たかのように喜ぶ人

たち。今 までなか った希望 という光が瞳の

なかに輝いてい ました。手 を握 って離さな

いお じいさん,｢ま た,来 てね｣と 目に涙 を

ためるおばあさん,中 には合掌 さえする老

人 もいます。彼 らは変化のない毎日を一体

どうやって過 ごしているのだろうと考えた

時,自 分の今の生活が どれ ほど恵 まれ,ま

た貴重な ものであるかを身をもって感 じさ

せ られ ました。

このような公共施設では一切の宗教活動

が禁 じられていて,教 会の名前 を出す こと

す らできません。それで私たちは今の支部

が借 りているビルが緑色ですので｢緑 の家｣

と命名 したボランテ ィアグループ名で独身

成人 を中心に20名 ほ どが集 まって活動をし

ています。

子供のようなうつろな瞳に永遠 の光をと

もしてあげたい,来 世 に関 しての知識 をあ

げたい。で も現状 では難 しいことです。い

うなればそれは老人たちとボランティアの

人たちの一時的なつなが りと,そ の場だけ

のことのような気が しますが,｢こ の世的な

もののようであっても,こ れらの行為 はす

べてに浸透 し,そ れらを促 し,聖 くしてい

るものはすべて霊性である｣と 言われたマ

ッケイ大管長の言葉 にある ように,相 互の

霊的高 まりと奉仕の業に聖 らかな思いを得

ることができます。

それが,去 る9月15日 敬 老の日に,同 施

設の慰問に対 して感謝状 を受 け,表 彰 され

ました。僕たちは窓拭 きやツメ切 り,そ れ

に対話 を中心 とした訪問で,他 に これ と言

ったことは何 もで きなかったのに,こ のよ

うな形 で感謝を受 けるとは思いもよ りませ

んで した。 これ も神様の祝福 と思い,こ れ

を機により一層充実した活動を続 けていき

たいと思ってい ます。(レポーター:久 留米

支部｢緑 の家｣代 表･仲 井寿二郎)
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か聞 きます と恥 ずか しかった と言 うのです。

その ようにしてやっと納得 した母は｢イ エ

ス様 がついて きなさいというからついてい

った らそれでいい｣と 言 うほ どにまで変わ

り,驚 くほど素直にバプテスマを受 けまし

た。

今年の5月21日 は,宣 教師 も私の母 も共

に喜 びにつつ まれた日となり,私 はうれ し

くて涙があふれ ました。母はすべての事が

分からな くて も,ひ とつの事が分かる と,

喜 んで神様を信 じ,イ エス様 について来る

のです。什分の一の ことで も｢イ エス様の

ことな ら何でもします｣と 言 うのです。

私は母親だか ら子供 は親 の言うことは何

で も従わなければな らないといった向こう

意気の強い母で したが,今 は子供のように

素直にな り,す べての生 き物が成長で きる

ようにして下 さっている神様にいつも感謝

しているのです。

親子が共 に手 をつないで教会 に行 ける喜

びは何 にも換えがたいものです。 これまで

導いて下さった宣教師の方々や兄弟姉妹の

愛に深 く深 く感謝致 します。(な かむら･よ

しこ1914年 生 まれ)

圃
の安全のために,航 路の標識 となる

仕事 をしている夫 と共 に全国を回っ

ています。灯台守の妻 として,早 いもので

もう22年 たちました。灯台守の生活は映画

やテレビで何度か ドラマ化され ましたが,

私 たちの生活 もまった くそれと同じもので

した。違うところは私が末日聖徒であるこ

とぐらいで しょう。

沖縄にいた時に福音 を知 り,バ プテスマ

を受 けて10年 にな ります。 その間に もいろ

いろな喜びや悲 しみがありました。ほぼ3

年 ごとに北海道から沖縄 まで転勤 し,今 春

か ら伊豆大島に赴任 しましたので,安 息日

の前 日よ り泊 まり込みで集会に出席 してい

ます。千葉 県館 山にいた時 は,最 寄 りの教

会 まで往復5時 間弱かか りましたが,そ れ

でも陸伝いで したので良か ったのですが,

今 度は離れ島です。また,島 の中でもはず

れの岬の突端にある灯台はへき地 です。狭

く曲が りくねった坂の山道は木々で覆われ,

まるでタイム トンネルを くぐり抜 け大正時

代にで も戻 ったような錯覚にとらわれます。

このような不便な所で も信仰生活 を続 けら

れることをうれ しく思います。

神様は確かに生 きてお られ,こ の教会が

主の真の教会であることを知っていますの

で,ど んなに不便で遠 くにあろうとも少 し

で も霊的 に高 まりたい と思い,教 会 に集い

ます。小学校1年 生 の息子 も,｢神 様のそば

にいるみたい1サ タンに勝 ったみたい1｣

と言って,喜 んで教会へ足 を運び ます。

主人が非教会員であるため,お 互い譲 り

合 って月に一度 しか出席で きませ んが,快

く出 して くれ ますので とて も感謝 していま

す。離島へ転勤 と決 まった時 も,｢ど この教

会へ行 けば良いのか｣と 心配 して くれ まし

た。大島か らは数少ない定期便 の船で熱海

に出ます。初等協会の集会が行 なわれてい

る小田原 ワー ド部 に所属させていただ きま
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ズ⑲

世界旅行で体得した
福音の原則

東京南ステーキ部更京第/ワ ー ド部

ワールドコイン自営 長 妻 龍哉

囹
から4年 前,現 在の仕事を始めるた

めに下準備 として世界旅行 に出かけ

た ことがあります。欧米を中心に世界各地

の コイ ンのオークションに出向いて金銀銅

貨,ま たは日本の大判小判 といったアンチ
せ

ックな貨幣を競 り落 とし,日 本 に持ち帰っ

て,デ パー トや古美術商,宝 石商などに卸

すのが私の仕事です。4年 前の初めての世

界旅行 は香港 を皮切 りに50日 間で十数カ所

を回 りました。

インドを出て この旅で最 も印象に残るイ

ランの首都 テヘランに向かった時のことで

す。私 は日本 を発つ時イランの情勢 につい

て何 も知 らされてお りませんでしたので,

革 命後3カ 月だ と知 らぬままガイ ドブ ック

を手にテヘランに降 りました。

到着後,米 ドルをイランのお金 レアル に

替 え,い つものように市内のホテルを予約

す るために飛行場 のカウンターに行 きまし

た。私の指名 するホテルはすべて満員 とい

う意味だ と思ったのですが,た だない と言

われました。予定 していたホテルは砲撃に

より破壊 された ことを後で知 らされ ました。
が れき

翌朝町に出てみると瓦礫 の山が至る所に

あるのです。 そして,ウ イン ドー にはホメ

イニ氏の写真が町中に飾 られ,そ のほか,

革命のむごたらしいポスターが所構わず張

り付け られていました。私はや っと自分が

今,警 察 と政府機関が まった くない無政府

状態の中にいることに気づいたのです。

ガイ ドマップに出ている通 りの名前を人

人 に尋ね ると,皆 青い顔 をするのです。私

の持っていたガイ ドマップの名前は以前の

王パーレビの名がついていたか らです。私

はす ぐにここに長居 をしてはならない と判

断しました。そして運命の出発の日が来 ま

した。

私は出発の 日に町のブラックマーケッ ト

で全財産,つ まり米 ドルをすべてイランの

お金に5割 増 しという大 きいレー トで替 え

ました。飛行場 より5割 増 しのレー トで替

えることができたので飛行場で戻せば何割

か増 えて戻るのではないか という浅 ましい

素人考えがあ りました。

飛行場の両替のカウンターで札束 を出す

と,そ この係員は苦笑いをしなが らイラン

のお金は革命後,ど この国のお金 とも両替

で きないと言い ました。私はひざから力が

抜けてい くのを感 じました。ではこのお金
かみくず

は どうなるんだ とその係員に聞 くと｢紙 屑

になるか このイランで全部使って しまうか

のどちらかだな｣と たどたどしい英語で軍

隊調に言 うのです。私は緊迫したその中で
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ローカルベー一ジ ニ

は必ず教会に行 くようにしています。神権

会や聖餐会に出席 し,た どた どしい英語で

証をします。｢安 息 日を守 り,聖 典 を読み,

絶 えず祈 る｣と いうこの証 はどこにあって

も人々に感銘 を与 えるのは事実のようです。

この仕事 を通 して4年 間,何 度 も主 に助

けられ ました。私の祈 りを主は一番良い方

法で聞 き届 けて下 さいました。私に とって

仕事 と信仰は切 って も切れない問柄になっ

ています。いつ もひとりで旅 をする時,リ

ーハ イやニーファイ
,ア ルマ,そ のほか多

くの予言者が目をつぶると私の側に立 ち,

私 を困難な状況か ら抜け出せ るように導い

て くれ るのです。

若輩な私が自分にとって最 も理想 とする

職業 に就 き,日 々の糧 を得 られることを心

から主に感謝 しています。(な かつま･た つ

や1953年 生 まれ,東 京第1ワ ー ド部第一

副監督)

真実の教会を求めて
､噛 樽様¢限りな墾:曖轟 三

乙 ㍗ ㌻赦 しの奪籔 酵 二･

ドL郵 麗地灘 纏走斐郡 ㌦毎

一=森 醸 み麟 づみ 詫ピ

国
が中学生の頃,遊 びに行った担任の

先生のお宅で,と て も大事 そうにイ

エス様のカー ドを見せて下 さったのがきっ

かけとな り,キ リス ト教 に興味を持つよう

にな りました。 そしてキ リス ト教 は一番正

しい宗教である と心の中でひそかに信 じる

64

私の証

ようになりました。

大人 になってか らは,い ろいろな教会へ

行 きました。 またキリス ト教の幼稚園に勤

め,神 様を本当に信 じていました。 けれど

も,ど の教会に行 ってもあまり満たされず,

またキ リス ト教の幼稚園に勤めて,様 々な

事 を見聞 きした ことからいろいろ疑問 を覚

え,納 得のいかない ものを感 じるようにな

りました。

そのような状況 にあ りなが らも,真 実の

教会 というものが,ど こかにあるのではな

いかと思い始めたのです。 その時,私 は と

て も真剣になって祈 り求めました。｢もしこ

の世 に真実の教会 というものがあるのでし

た ら,ど うか示 して下 さい。神様から御覧

になって一番正 しい教会 というものがある

のでしたら教 えて下さい。｣この祈 りを神様

はす ぐに聞 き届けて下 さいました。

間もな く外人の方が見えました。一見 し

てす ぐにモルモ ン教の方々だ と感 じました。

モルモ ン教はキリス ト教 も教えているらし

いがモルモ ンの教 えであってキ リス ト教会
うわさ

ではないのだという近所の噂を信 じ込んて

い ましたので玄関先で断わって しまいまし

た。(｢末 日聖徒イエス･キ リス ト教会｣と

い う正式の名前がある ことをそれか ら3年

たって初 めて知 りました)そ れで も,そ の

宣教師たちを見て,と ても誠実な方である

と強 く感 じました。近所の人が噂 していた

の とは随分違 っているので,き つねにつ ま

まれた ような気持 ちでいました。宣教師の

方々は何か考 えているように首をか しげて

帰っていかれましたが夜になってもう一度

見えました。 また次の日も見えたように記

憶 しています。｢お 話 を聞いてみたい｣と い

う思いにか られたのですが,真 実の教会 と
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☆愛

すへての人 を愛 しな さい(ヘイ ト)

神様の愛

福音 と恋愛
｢愛をもって互いに仕えなさい｣(ペ リー)

☆ イ エ ス･キ リ ス ト

7人 のキ リス ト(マ ノコ ンキー)

｢わ か 喜ふ愛 子 を見 よ
｣(リ ー)

復活 の証拠(ハ ンター)

創 り主,救 い王(ピ ー ターセ ノ)

イエ ス,完 全な指 導者(キ ンホー ル)

｢か ね て言 われ た とお りに
,よ みが え ら

れた ので ある(ヒ ンクレー〉

キ リス トと創 造(マ ノコンキ ー)

神 の御 子(キ ンボール)

☆ 音 楽,讃 美 歌

未 日聖徒 の讃 美歌 音 楽 によ る礼 拝

(リ チ ャー ズ)

☆ 教 師

教 師一 その 大い なる召 し(バ ラー ト)

☆ 人 生

神 への感 謝(ロ ムニ ー)

成執 の音味(カ スバ ー ト)

決音 の時 は今(ハ ンター)

清 い信心(ア ン ユ トン)

喜 ひを もって生 きな さい(マ ノクス ウェル)

盲れ 得ぬ夏

｢も しラ ノパかは っきりした音を出さないな ら
｣

小 さな桔土細 工 の羊

奉仕 の喜 ひを味 わ う
｢堅 物
｣た ってい い しゃな いか(ハ ンカ ーター)

1月14

4月17

6月31

8月36

1月54

1月132

7月25

7月llO

8月7

9月1

9月30

12月2

1月37

7月119

1月86

1月95

1月100

1月112

1月117

2月

2月

3月

3月

3月

9

22

8

36

29

68

ハランスを保つ

かけかえのない時

日曜 日のクリームサンデー

祝福師の祝福(フ ァウス ト)
｢この世に輝いている｣(マ ノクスウェル)

人生の トラマにおける雄々 しさ(テリノク)

実生盾の中のコリアテに打ち勝つ(ヒンクレー)

匿名(モ ンソン〉

自分自身が何者であるかを知 る(ブラウン)

自由盲志 と規制(パ ノカー)

冒漬 と不敬(ブ ルーアー トン)

霊的成長を目指 して(デ ィエカー)

日々の恵み

霊的向上のための10の提案

幕のかなたより

私の時間

今の姿

6日 目の奇跡

能の足跡

証を眉い起 こす

思いかけない客人

バハ リアでの思い出

あの安 壱日

☆ 改 宗 談･伝 道

神のみ言葉
｢高漫と偏見｣

1日1個 の りんこ

新たな心 を与えて くれた人々

心を変える

私たち夫婦の伝道

それは｢西部｣か ら

☆ 家 族 関 係･家 庭

家族 を永遠の ものとするために(ヘンソン)

私たちの結婚を救った原則

両親 を敬いなさい(ピ ノノク)

愚いや りある伴侶になる

家庭生活を豊かなものにする(フ ァウスト)

子を教えよ(ペ リー)･

より良い父親 となるために

子供の自尊心を養う

教会での子供たち

眠っている子供,泣 いている子供

また廊 ド

子供か話を聞 く助けをする

子供たちと前列に座ってみました

☆ 悔 い 改 め･赦 し の 原 則

晦い改めの福音(キ/† 一ル)

4月27

5月28

6月6

6月26

7月14

7月40

7月86

7月96

7月106

7月115

7月125

7月129

8月14

8月23

9月20

9月23

10月18

10月19

10月30

11月28

12月11

12月12

12月20

2月13

2月36

5月46

6月9

8月38

10月24

10月26

1月104

3月10

3月26

5月11

7月74

7月133

月

月

月

月

月

月

月

1

1

1

1

1

QQ

Q
》

-

1

1

1

1

ρ0

4

0
｣

0

3

4

6

1

1

3

4

4

4

4

3月1
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全力 を尽 くす(キ ンボ ニル).6月1

自分 が何者 であ るか を心 に留 め る(タ ナ ー).…… …8月1

｢か ね て言わ れた とお りに
,よ みが え られ た

の であ る｣(ヒ ン クレー)… …9月1

決 意 と献 身(ロ ム ニー).10月1

知 識 を知 恵 に(ロ ムニー).11月1

1983年 ク リスマス･メ ッセー ジ(大 管 長会)… ….…12月1

神 の御子(キ ンボー ル>12月2

☆ 知 恵 の 言 葉

｢約 束 を有 て る原理
｣(ベ ンソ ン>7月92

150年 前 に授 け られ た健 康 の律法11月.13

タ バ コ,ア ル コール を幾つ かの病 気

との 関連性 か ら考 える……11月16

現.殿の生活 にか か.わる律 法 と主 の民.11月18

知恵 の言葉 とそ のガ ン予防...ヒの効 果11月21

人生 を変 えた知恵 の言葉.ll月23

サ ッカー と知恵の 言葉.11月25

私 が コー ヒー をや め るまで.11月26

☆ 伝 説･考 古 学 上 の 発 掘

ア ンデスの イ ンデ ィオ に伝 わ る洪水伝 説.10月48

エゼ キエル の｢木｣12月22

☆ 福 祉

明日に備える(ブラウン)1月143

教会福祉の原則の応用一 家庭における

様々な問題を解決するための鍵(ス ミス)･…一1月149

家族が共に働 くことによりもた らされる祝福……1月154 .

.経済的な試練に立ち向かう人 に与 えら.れる祝福

(ファウス ト)……1月158

日の光栄に至る自立の本質(ロ ムニー)1月164

☆ 扶 助 協 会

新 しい時代の扶助協会3月2⑪

☆ ボ ー イ ス カ ウ ト

｢走れ,少 年よ走れ｣(モ ンソン).1月.32

☆ホームティーチング

批判 に対処する

ホーム テ ィー チ ング とい う名の伝 道活 動

人の値

あ るホー ム テ ィー チャー

☆ モ ル モ ネ ー ド'

逆境はあ.なたを強くする

はい,あ なたの1000人 です

2月

6月

10月

10月

16

15

7

15

今 日,福 音 を分 か ち合 い まし ょう

2月47

3月.15

負けないで

5月 表3

9月45

70

うわさ話

モル モニ ズム

断食

☆子供のページ

こ ころめ うた

10月53

11月 表3

12月 表3

ひふでわ か るって すば らしい

わ た しの お友 だ ちへ(ク ック長老)

せ い さん

わ た しの お友 だちへ(ス ミス姉妹)

トロ フ ィ ー

お もち ゃば こ

主 はよみが え りぬ

コマ ドリはてん ご くへ い くの

お にいち ゃんの ため に

一番大切 な こと(ブ ッシェ長老)

しん こ うってな あに?

エ リヤ と神 の力

もち よ りシチ ュー

予 言者 の力(ヒ ラマ ン10,11章 よ り)

ふ くい ん クイズ

小 さな お友だ ちへ(ハ ンター長老)

ぼ くは,も う大 きいんだ

ぼ くの にっ き

て ん をむすん でみ ま しょう

これを持 って お行 きよ

エ リヤ って,ど ん な人

まちがい さが し

どうすれ ばい いの?

小 さなお友 だ ちへ.(ヤング姉妹)

どう して だん じきに ちよ うびが あるの?

ち えのひ も/ワ カサ ギっ り

す くいぬ しのあ いに まなび ま しょう

小さなお友だちへ(ダ ン長老)

せい し ょにでて くる き ょうだ い

おれな いほ う き

すば らしい お くり もの

ジ ョセ ブ兄弟

雪の毛布

☆ ロ ー カ ル ペ ー ジ

貝中友好の花｢日本と中国.の会員の集い｣
｢あっ1慎 吾ちゃんだよ｣
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1月172

一 我が子 の成長 記録 が テレ ビに……1月184

･収集 家に よる貴重 な発 見

一 ジ ョセ ブの母 親 の手紙 ……2月66

名古屋 テレビ主催 交通遺 児チ ャリテ ィーに協賛… …2月68

関東地 区9ス テ ーキ部合 同

｢セ ミナ リー グラ ンプ リ
｣… …2月70

科 学的 なお 灸で アカデ ミア賞(稲 垣篤 一兄弟)… …2月80

虞
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